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はじめに


Oracle Business Intelligence Publisherユーザーズ・ガイドのリリース12c (12.2.1.2.0)にようこそ。





対象読者


このドキュメントは、Oracle BI Publisherでレポートの表示およびスケジューリングを行うレポート使用者を対象としています。







関連ドキュメントとその他のリソース


関連するOracle Business Intelligenceのドキュメントのリストは、Oracle Business Intelligenceのドキュメント・ライブラリを参照してください。

また、次のことも必要です。

	
Oracle Business Intelligenceに関連するオンライン・トレーニングのリソースについては、Oracle Learning Libraryを参照してください。


	
製品情報センターに関するサポート・ノート(記事ID: 1338762.1)をMy Oracle Support(https://support.oracle.com)でアクセスしてください。










表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
斜体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















Oracle BI Publisherユーザー向けの新機能


序章では、Oracle Business Intelligence Publisher 12c (12.2.1.1)におけるOracle BI Publisherのレポートの表示機能およびスケジュール機能の変更点について説明します。





リリース12c (12.2.1.1.0)の新機能と変更


この項では、このリリースで追加された新機能と変更について詳細に説明します。


リリース12c (12.2.1.1.0)の新機能と変更

BI Publisherのリリース12c (12.2.1.1.0)では、レポートの表示とスケジューリングに影響する新機能はありません。





リリース12c (12.2.1)の新機能と変更

リリース12c (12.2.1)では、ユーザー・インタフェースのルック・アンド・フィールが一新されました。アイコンが新しくなり、「ホーム」ページ上の機能の表示が変更されています。













1 Oracle Business Intelligence Publisherの使用に関する概要


この章では、レポート使用者用のOracle BI Publisherの概要、およびレポートの表示とスケジュールに特有の機能について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Business Intelligence Publisherの概要


	
レポート使用者向けのタスク


	
システム要件と動作保証












Oracle Business Intelligence Publisherの概要


Oracle Business Intelligence (BI) Publisherは、高度に書式設定されたあらゆるドキュメント(操作レポート、電子資金決済関連ドキュメント、行政機関向けPDFフォーム、出荷ラベル、小切手、営業文書など)をオーサリング、管理および配信するためのエンタープライズ・レポート・ソリューションです。

Oracle Business Intelligence Publisherユーザーズ・ガイドでは、レポート使用者がBI Publisherを使用してレポートを表示およびスケジュールする方法について説明しています。その他のビジネス・ロールにおける製品使用の詳細は、この表に示す他のガイドを参照してください。


	ロール	タスクの例	ガイド
	
管理者

	
セキュリティの構成

システム設定の構成

システム・プロセスの診断と監視

	
Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイド


	
アプリケーション開発者またはインテグレータ

	
Application Programming Interfacesを使用した、既存アプリケーションへのBI Publisherの統合

	
Oracle Business Intelligence Publisher開発者ガイド


	
データ・モデル開発者

	
レポートで使用するデータのフェッチと構成

	
Oracle Business Intelligence Publisherデータ・モデリング・ガイド


	
レポート・デザイナ

	
レポート定義の作成レイアウトのデザイン

	
Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド














レポート使用者向けのタスク


レポート使用者がBI Publisherを使用してレポートを表示およびスケジュールする方法について学習するには、Oracle Business Intelligence Publisherユーザーズ・ガイドを使用します。

レポート使用者は、次の作業を実行します。

	
BI Publisherカタログからリアルタイムでレポートを実行および表示する作業


	
プリンタ、FAX、電子メールなどの様々な宛先に対して、選択した間隔でレポートの実行をスケジュールする作業


	
レポート履歴を表示する作業




実行できる作業は、管理者から割り当てられている権限によって異なります。

レポート使用者が作業を実行する方法の詳細は、次の各トピックで説明します。

	
カタログの参照


	
「レポート・ジョブのスケジュール」ページへの移動


	
バースティング・ジョブの作成


	
「レポート・ジョブの管理」ページについて


	
レポート・ジョブ履歴と保存された出力の表示











システム要件と動作要件


ハードウェアとソフトウェアの要件、プラットフォーム、データベースおよびその他の情報の詳細は、システム要件と動作要件のドキュメントを参照してください。いずれのドキュメントもOracle Technology Network (OTN)から入手できます。

システム要件のドキュメントには、ハードウェアとソフトウェアの要件、ディスク領域とメモリーの最小要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージまたはパッチなどの情報が記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html

動作要件のドキュメントには、サポートされているインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサードパーティ製品が記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html









2 スタート・ガイド


この章では、プリファレンスの設定、カタログにおける移動およびタスク・メニューへのアクセスを含めて、BI Publisherアプリケーションの基本機能について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Business Intelligence Publisherへのアクセス


	
アカウントのプリファレンス設定とグループの表示


	
Homeページについて


	
カタログについて


	
グローバル・ヘッダーについて


	
カタログの検索





注意:

BI PublisherをOracle Business Intelligence Enterprise Edition (BI EE)と統合して実装している場合は、Oracle BI EEアプリケーションを介してBI Publisherにアクセスします。Oracle BI EEインタフェースのBI Publisher機能の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドのOracle BI Enterprise Editionの概要を参照してください。











Oracle Business Intelligence Publisherへのアクセス


資格情報を使用して、またはゲストとしてログインすることでOracle Business Intelligence Publisherにアクセスできます。

BI Publisherには、次の方法でアクセスできます。

	
資格証明を使用したログイン


	
ゲストとしてのログイン








資格証明を使用したログイン


BI Publisherアプリケーションを開始するには、次の手順に従って資格情報を使用してログインします。

	管理者から指定されたURL (例: http://example.com:9704/xmlpserver)に移動します。



[image: GUID-7749324E-AD98-4D9D-8E12-D131F8D438AB-default.gifの説明が続きます]








	ログイン・ページで使用する言語を選択します。ここで選択した言語は、BI Publisherの現在のセッションでのみ有効です。BI Publisherに次回ログインしたときには、元のデフォルト言語が表示されます。

ログイン・ページでの言語選択は、BI Publisherの他のページでは有効になりません。BI Publisher全体のUI言語設定の詳細は、一般プリファレンスの設定を参照してください。

BI PublisherをOracle Business Intelligence Enterprise Editionと統合して実装している場合は、ログイン・ページで言語選択を変更することはできません。




	資格証明を入力して、BI Publisherにサインインします。
	「サインイン」をクリックします。


注意:

アクセシビリティ・モードの詳細は、アクセシビリティ・モードを参照してください。









	
ユーザー・プリファレンスの設定方法については、アカウントのプリファレンス設定とグループの表示を参照してください。


	
カタログの参照方法については、カタログの参照を参照してください。


	
レポートのスケジュール方法については、「レポート・ジョブのスケジュール」ページへの移動を参照してください。












ゲストとしてのログイン


管理者によってゲスト・アクセスが可能になっている場合は、「ログイン」ページに「ゲスト」ボタンが表示されます。


ゲスト・ユーザーに資格証明は必要ありません。ゲストは、ゲスト・アクセス用に設定されたフォルダにあるレポートのみを表示する権限を持ちます。




	ユーザー・インタフェースで使用する言語を選択します。
	「ゲスト」をクリックします。












アカウントのプリファレンス設定とグループの表示


「アカウント」ダイアログを使用して、アカウントのプリファレンスの設定、パスワードの変更、グループの表示を行います。


「アカウント」ダイアログは、次の用途に使用します。





	
一般プリファレンスの設定


	
パスワードの変更


	
割当て済ロールの表示





注意:

プリファレンスは、別のOracle製品から継承されている場合があります。作業環境がこのようなケースに当てはまる場合は、BI Publisherからプリファレンスを更新することはできません。プリファレンスをどこで更新すればよいか不明な場合は、管理者に問い合せてください。

BI PublisherがOracle Business Intelligence Enterprise Edition (BI EE)と統合されている場合は、レポート・ロケール、UI言語およびタイムゾーンのユーザー・プリファレンスはOracle BI EEアプリケーションで設定されます。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドの「プリファレンスの設定」を参照してください。Oracle BI EEでBI Publisherのプリファレンスを更新する場合は、更新内容をBI Publisherインタフェースで有効にするためにBI Publisherの新しいHTTPセッションを開始する必要があります。









アカウントのプリファレンスの編集


グローバル・ヘッダーから「アカウント」ダイアログへ移動し、次の手順に従ってアカウントのプリファレンスを編集します。

	グローバル・ヘッダーで「次としてサインイン」の後ろに表示された自分のユーザー名をクリックし、「アカウント」を選択します。



[image: GUID-7FE0D5F5-B83C-440F-9DB9-B3067BCE4A12-default.gifの説明が続きます]











次の図に、「アカウント」ダイアログを示します。



[image: GUID-6E4C474E-1C00-4D13-BA5D-A9C478B83257-default.gifの説明が続きます]













一般プリファレンスの設定


「アカウント」ダイアログを使用して、一般プリファレンスおよびオプションの設定を行います。


「一般」タブを使用して、次のオプションを設定します。





	
レポート・ロケール


	
UI言語


	
タイムゾーン


	
アクセシビリティ・モード


注意:

「電子メール・アドレス」フィールドは将来の使用に向けて予約されており、このリリースでは機能しません。












レポート・ロケール


ロケールは、言語と地域の組合せ(英語(米国)、フランス語(カナダ)など)です。

BI Publisherでは、レポート・ロケールの選択肢を使用して、次の内容を決定します。

	
レポートのレイアウトに適用する翻訳


	
レポート・データに適用する数値、日付および通貨の書式




特定のレポートに選択されているロケールの翻訳がない場合は、BI Publisherによってロケールのフォールバック・ロジックが適用され、用意されている中で最も適したレイアウトが選択されます。詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのロケール選択ロジックを参照してください。

BI Publisherでは、レイアウトの翻訳とは無関係に、ローカライズされた数値、日付および通貨の書式が適用されます。







UI言語


UI言語とは、ユーザー・インタフェースが表示される言語で、そのインストールで使用可能にする言語をユーザーが選択します。

BI PublisherをOracle Business Intelligence Enterprise Editionと統合して実装している場合は、ここでUI言語を変更することはできません。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドのプリファレンスの設定を参照してください。







タイムゾーン


レポートには、ここで選択されたタイムゾーンのプリファレンスに従って時刻が表示されます。

スケジュール済のレポート・ジョブの作成時にこの設定を上書きできます(レポート・ジョブの作成を参照)。ユーザー・インタフェースに表示され、レポートの処理時刻にも反映される時刻には、BI Publisherサーバーのタイムゾーンが使用されます。

管理者は個別のタイムゾーン設定を上書きできるため、レポートのすべてまたは一部で同一のシステムのタイムゾーンが使用される場合があります。







アクセシビリティ・モード


アクセシビリティ・モードを「オン」に設定すると、キーボードのみでBI Publisherを操作するユーザー向けにアクセシビリティ機能が有効になります。

アクセシビリティ・モードが有効になっている場合は、次の機能を使用できます。

	
複数行を選択してアクションを実行できるように、ユーザー・インタフェース・ページの表にチェック・ボックスが表示されます。


	
アシスティブ・テクノロジによって、メニューにアクセスできます。


	
「コンテンツにスキップ」が有効になります。

アプリケーションのメイン・ページに[Tab]キーで移動すると、移動先の最初のアイテムは、「コンテンツにスキップ」と表示された特殊なフィールドになります。アイテムにフォーカスのある状態で[Enter]キーを押すと、ヘッダー・リンクをスキップしてページのメイン部分にフォーカスが移動します。たとえば、「ホーム」ページから[Tab]キーで「コンテンツにスキップ」に移動し、[Enter]キーを押すと、「作成」リージョンで「レポート」にフォーカスが置かれます。フォーカスは、グローバル・ヘッダー内の「検索」、「ヘルプ」、「サインアウト」などのリンクをスキップします。
	
レポート作成プロセスのフローで、最初の手順としてデータ・モデルの選択が求められる際、表示されるオプションが少数になります。


	
「管理」リンクは表示されません。












パスワードの変更


「パスワード」タブを使用して、パスワードを変更します。


アカウントのパスワード設定が別のアプリケーションから継承されている場合は、ここでパスワードを更新することはできません。




	「アカウント」タブで、「パスワード」をクリックしてパスワードを変更します。








ユーザー・グループの表示


ユーザー・グループは自分が割り当てられているアプリケーション・ロールです。


「グループ」タブをクリックすると、自分が割り当てられているアプリケーション・ロールのリストが表示されます。このリストは変更できません。













「Home」ページ


BI Publisherの「ホーム」ページには、Oracle BI Publisherの各機能に直感的にアクセスできる、タスク別の入り口が用意されています。

「ホーム」ページは複数のセクションに分かれており、特定のタスクの開始、オブジェクトの検索またはドキュメントへのアクセスがすばやくできるようになっています。

このイメージはOracle BI Publisherの「ホーム」ページを示しています。



[image: GUID-B42F764C-AE0B-442A-B9D3-93C3A58662C5-default.gifの説明が続きます]






「ホーム」ページは、次のセクションで構成されます。

	
「作成」


	
「ジョブ」または「参照/管理」


	
BI Publisherのデスクトップ・ツールのダウンロード


	
「最近」


	
「お気に入り」








作成


「作成」セクションには、レポート作成、レポート・ジョブ作成、データ・モデル作成などの作成タスクを開始するためのリンクが用意されています。

「作成」セクションで、表示されていないオプションにアクセスするには、「詳細」をクリックします。このリストには、ユーザーの持つ権限やロールに基づいて値が移入されます。

各タスクの詳細は、タスクとドキュメントのリストの表に示すドキュメントを参照してください。


	タスク	詳細の参照先
	
レポートの作成

	
Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのレポートの作成と編集に関する項


	
レポート・ジョブの作成

	
レポート・ジョブの作成


	
データ・モデルの作成

	
Oracle Business Intelligence Publisherデータ・モデリング・ガイドのデータ・モデル・エディタの使用


	
スタイル・テンプレートの作成

	
Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのスタイル・テンプレートの作成と実装


	
サブ・テンプレートの作成

	
Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのサブ・テンプレートの理解












ジョブ」または「参照/管理


「ホーム」ページの「参照/管理」リージョンを使用して、カタログ・フォルダ、レポート・ジョブ、およびレポート・ジョブ履歴のリンクにアクセスして、特定のタスクをすばやく開始します。

Oracle BI Enterprise Editionの「ホーム」ページの「ジョブ」セクションから、「レポート・ジョブ」ページおよび「レポート・ジョブ履歴」ページへアクセスでき、スケジュール済、実行中および完了したレポート・ジョブを表示および管理できます。







BI Publisherのデスクトップ・ツールのダウンロード


Oracle BI Enterprise Editionの「ホーム」ページまたはBI Publisherの「ホーム」ページから、BI Publisherのデスクトップ・ツールをダウンロードできます。

	
Oracle BI Enterprise Editionの「ホーム」ページでは、次のようにします。

「BIデスクトップ・ツールのダウンロード」リストには、Oracle BI Enterprise Editionの「ホーム」ページが表示され、ダウンロードおよびインストールできる追加の製品が含まれています。BI Publisher RTFまたはExcelテンプレートを作成する場合、「Template Builder for Word」を選択し、BI Publisher Desktopインストーラをダウンロードします。


	
BI Publisherの「ホーム」ページでは、次のようにします。

「ヘルプ」をクリックし、「BI Publisherツールのダウンロード」を選択します



[image: GUID-5E82CD87-8DD8-48DD-99CC-1BD47F60109A-default.jpgの説明が続きます]








BI Publisher Desktopには、次のものが含まれます。

	
Template Builder for Word


	
Template Builder for Microsoft Excel


	
Template Viewer




Microsoft Word用のこのアドインを使用すると、RTFテンプレートの設計が容易になります。詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのWordのテンプレート・ビルダーを使用したRTFテンプレートの作成に関する項を参照してください。

Template Builder for Excelは、Template Builder for Wordのインストールに含まれます。Template Builder for Excelは、Excelテンプレートの設計を容易にするMicrosoft Excel用のアドインです。詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのExcelテンプレートの作成を参照してください。

Template Viewerでは、デスクトップのほとんどのテンプレート・タイプをテストできます。

Oracle SQL Developerは、データベース開発を全面的にサポートする無料のグラフィカルなツールです。SQL Developerではデータベース・オブジェクトの参照、SQL文とSQLスクリプトの実行、PL/SQL文の編集およびデバッグを実行できます。また、付属のレポートを実行できるだけでなく、独自のレポートを作成して保存することもできます。SQL Developerにより、データベース開発作業が簡略化され、生産性が向上します。







最近


「最近」セクションには、最近表示、作成または更新したレポートやその他のオブジェクトが含まれます。

「最近」リージョンでは、このようなオブジェクトに対して直接アクションを実行できます。たとえば、特定のレポートのジョブを開いたり、ジョブの編集やスケジュール設定を行ったり、ジョブ履歴を表示したりすることができます。


注意:

BI PublisherがOracle BI Enterprise Editionと統合されている場合、このリージョンはBI PublisherオブジェクトがOracle BI EEインタフェースからアクセスされた場合にのみ更新されます。









お気に入り


「お気に入り」リージョンを使用すると、すばやくアクセスできるように、オブジェクトの独自のリストを作成することができます。

「お気に入り」リージョンでは、このリージョンに配置したオブジェクトの表示、スケジュール、構成および編集を行うことができます(適切な権限がある場合)。「お気に入り」リージョンには、次のようないくつかの方法でオブジェクトを追加できます。

	
カタログでオブジェクトを検索して「詳細」リンクをクリックし、「お気に入りに追加」をクリックします。


	
レポート・ビューアから「アクション」メニューをクリックし、「お気に入りに追加」をクリックします。


	
「ホーム」ページの「管理」リンクを使用してレポートを追加します。




「管理」リンクを使用して「お気に入り」リージョンのレポートを追加または削除するには、次のようにします。

「管理」リンクをクリックして「お気に入り」領域を開き、編集します。

「お気に入り」にレポートを追加するには、次のようにします。

	
「カタログ」ペインでレポートを選択します。


	
「お気に入り」リージョンにレポートをドラッグします。




「お気に入り」からオブジェクトを削除するには、次のようにします。

	
アイテムを検索し、「詳細」リンクをクリックします。


	
「削除」をクリックします。














カタログについて


カタログには、レポート、データ・モデル、スタイル・テンプレートなどの、BI Publisherのオブジェクトが格納されます。

カタログを使用して、オブジェクトを特定し、これらのオブジェクト固有のタスクを実行します。

次のイメージはOracle BI Publisherを示しています。



[image: GUID-6E96EA3F-D4F9-40E2-8A5B-A6E0ACEE885F-default.gifの説明が続きます]






「カタログ」ページを使用して、カタログ内にオブジェクトを配置し、これらのオブジェクト固有のタスクを実行します。使用できるオブジェクトおよびオプションは、システム権限、および個々のフォルダやオブジェクトに割り当てられている権限によって異なります。

「カタログ」ページを使用すると、次のようなさらに特殊なタスクを実行できます。

	
オブジェクトレベルの権限の設定


	
オブジェクトのダウンロードとアップロード


	
カタログの翻訳のエクスポートとインポート




カタログ内で実行できる機能の詳細は、BI Publisherフォルダの概要を参照してください。





カタログの参照


カタログを参照すると、フォルダの内容を表示できます。


「カタログ」ページの「フォルダ」ペインを使用して、個人フォルダ(「マイ・フォルダ」)およびすべてのユーザーがアクセスできる共有フォルダのコンテンツの表示やナビゲーションを行います。フォルダを選択すると、表示領域にコンテンツが表示されます。













グローバル・ヘッダーについて


BI Publisherのグローバル・ヘッダーを使用すると、タスクの開始や、特定のオブジェクトの検索をすばやく行うことができます。

グローバル・ヘッダーから使用できるオプションの多くは、「ホーム」ページからも使用できます。

このイメージは、BI Publisherのグローバル・ヘッダーを示しています。



[image: GUID-EF7446A7-28FC-4B54-A196-EA2AAFEC8C13-default.gifの説明が続きます]






グローバル・ヘッダーは、BI Publisherで作業するときには必ず表示されます。レポートの表示中やタスク・エディタでの作業中にグローバル・ヘッダーを使用すると、新しいタスクの開始、カタログの検索、製品ドキュメントへのアクセスおよび別のオブジェクトの表示をすばやく行うことができます。

「次としてサインイン」メニューを使用すると、「アカウント」ダイアログにアクセスして、プリファレンスを指定できます。詳細は、アカウントのプリファレンス設定とグループの表示を参照してください。

管理者としてログインすると、グローバル・ヘッダーに「管理」リンクが表示され、「管理」ページにアクセスできます。Oracle Business Intelligence Publisherr管理者ガイドの「管理」ページを参照してください。









カタログの検索


グローバル・ヘッダーの検索機能を使用すると、カタログ内の任意の場所にあるオブジェクトをタイプと名前ですばやく検索できます。

「検索」メニューからオブジェクトのタイプを選択し、オブジェクト名の全体または一部を検索フィールドに入力します。「検索」ボタンをクリックすると、基準と一致した結果が表示されます。

結果ページでは、結果に含まれるオブジェクトに対してアクションを選択して実行したり、検索結果をフィルタ処理したり、新しい検索を開始したりすることができます。


注意:

BI PublisherをOracle BI Enterprise Editionの一部として使用する場合、管理者はBIの「検索」フィールドが使用できるようにBI Publisherを構成する必要があります。構成しないと、BI Publisherのレポートが検索結果に表示されません。Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイドのOracle BI EEカタログを使用するようにBI Publisherを構成を参照してください。











3 レポートの表示


この章では、レポート・コンポーネントとのインタラクティブな操作、代替レイアウトの表示および出力オプションの変更を含めて、BI Publisherにおけるレポートの表示について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
レポートの表示


	
レポート・ビューアのオプションの使用












レポートの表示


レポートは、すべてカタログ内にあります。Oracle BI Publisherの「ホーム」ページには、すばやくアクセスできるように、最近表示したレポートやお気に入りのレポートが表示されています。


レポートは、Webブラウザでレポート・ビューアを使用して、レポート・プロパティに基づいて表示されます。レポートのプロパティとユーザー権限に応じて、異なるレイアウトを選択、表示できるほか、表示されたデータを直接操作したり、出力タイプを変更したり、他のユーザーにレポートを送信したりできます。

カタログには、2つの主要なレポート・フォルダが表示されます。

	
「共有フォルダ」には、そのユーザーがロールに基づいてアクセス権を付与されているレポートやフォルダが格納されています。


	
「マイ・フォルダ」には、そのユーザーが作成したレポートとフォルダが格納されています。




「開く」アクションを実行すると、レポート定義に設定されているオプションを使用してレポートが実行されます。

レポートの中には、オンライン表示用に構成されていないものがあります。そのようなレポートの場合、「開く」リンクは表示されません。レポート・ジョブをスケジュールするには、「スケジュール」を選択します。詳細は、「レポート・ジョブのスケジュール」ページへの移動を参照してください。

一部のレポートでは、レポートの実行前にパラメータ値を選択するよう求められます。レポートのデータがすぐに表示されない場合は、表示されたパラメータに値を選択し、「適用」をクリックします。




	表示するレポートにナビゲートします。
	フォルダを選択して開いてから、次のいずれかを行います。
	レポート名をクリックします。
	レポートの「開く」リンクをクリックします。













レポート・ビューアのオプションの使用


レポート・ビューアの図を使用して、使用可能な様々なオプションについて理解します。

このイメージは、レポート・ビューアを示しています。



[image: GUID-D8C9D3BA-C74A-475C-B3BC-A79A3B94E2DD-default.gifの説明が続きます]






レポート・ビューアで使用できるオプションは、次のとおりです。レポートによっては、使用できないオプションがあります。詳細は、次の各項を参照してください。

	
パラメータ


	
レイアウト


	
レポートの表示と他の出力タイプの選択


	
アクション








パラメータ


パラメータ値を入力できるレポートでは、レポート・ビューアにパラメータ選択プロンプトが表示されます。プロンプトの表示方法は、レポートの構成によって異なります。パラメータは、レポート表示領域の上部または左側に表示したり、ポップアップ・ダイアログとして表示したり、レポートが表示される前にページ上のプロンプトとして表示したりすることができます。


パラメータのプロンプトは、レポート・ビューアの右上の領域にある「パラメータ」アクション・ボタンをクリックすることで、表示と非表示を切り替えることができます。

一部のレポートには「適用」ボタンが含まれます。パラメータを選択した後でレポートを再表示する場合は、このボタンをクリックする必要があります。「適用」ボタンがない場合は、新しい値を選択するとレポートが自動的に再生成されます。「適用」ボタンを表示するかどうかは、パラメータのプロパティ設定の1つです。このプロパティの設定の詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのレポートのパラメータ設定の構成を参照してください。

パラメータのプロンプトは、次のいずれかのタイプになります。

	
選択式のリスト

リストは、メニューとして表示することも、すべての値が並んだリストとして表示することもできます。一部のリストは複数選択をサポートしています。複数選択リストでは、各項目の横にチェック・ボックスが表示されます。ボックスをクリックすると、項目が選択されます。ボックスを再度クリックすると、項目の選択が解除されます。

[image: GUID-B0170A2E-DEE7-44D6-BBEC-5269C5E0A2B1-default.gifの説明が続きます]



多くの値を持つリストでは、検索がサポートされます。スクロール・リストの下部にある「検索」をクリックすると、「検索」ダイアログが表示されます。詳細は、パラメータ検索ダイアログを参照してください。


	
テキスト・ボックスには、次の図に示すように値を入力できます。複数の値はカンマで区切ります。

[image: GUID-9F077544-4314-4610-AA9E-C0C987CFC1D4-default.gifの説明が続きます]



	
日付エディタはカレンダを起動します。そこから日付を選択します。


図3-1 日付エディタ

[image: 図3-1の説明が続きます]











パラメータ検索ダイアログ


リスト内のパラメータ値を検索する場合は、パラメータのスクロール・リストの下部にある「検索」をクリックすると、「検索」ダイアログが起動します。

検索文字列を入力してから、検索する値が入力した文字列から始まるか、その文字列で終わるか、またはその文字列を含むかを選択します。

検索文字列では%および_をワイルド・カードとして使用できます。

	
%は、任意の長さ(長さ0を含む)の任意の文字列に一致します。


	
_は、1つの文字に一致します。






[image: GUID-762C75FA-B568-4617-964B-361EA8050E44-default.gifの説明が続きます]






複数値の選択をサポートするパラメータの場合、「検索」ダイアログには、返された複数の値を選択するためのシャトル・インタフェースが含まれています。







フレックスフィールド・パラメータのダイアログ


フレックスフィールド・セグメントの値を入力するには、「フレックスフィールド・パラメータ」ダイアログを使用します。


このタイプのパラメータは、Oracle E-Business Suiteにのみ適用されます。フレックスフィールド・パラメータは、識別子を表示します。

このイメージは、レポート・ビューアのフレックスフィールド・パラメータの識別子を示しています。

[image: レポート・ビューアのフレックスフィールド・パラメータのインジケータ]


フレックスフィールド・パラメータの識別子をクリックすると、パラメータ入力ダイアログが開きます。「フレックスフィールド・パラメータ」ダイアログの図に示すように、ダイアログにフレックスフィールド・セグメントの値を入力します。



[image: GUID-6499F8B0-673A-47F6-B218-2B5128D6ACC0-default.gifの説明が続きます]












レイアウト


特定のレポート・レイアウトのタブ(「Salary by Department」、「Salary by Manager」、「Breakdown by Office」などのタブ)をクリックすると、同じレポートを様々なレイアウトで表示できます。


複数のレイアウトを使用できる場合、「レポート・ビューア」ページには別々のタブとして表示されます。各種のレイアウトで表示されたレポートを表示するには、そのタブをクリックします。レイアウトが異なると、有効になっている出力タイプも異なる場合があります。



レポート・ビューア[image: GUID-47B8B52C-B064-4B33-B721-8923C18D33B9-default.gifの説明が続きます]













レポートの表示と他の出力タイプの選択


「レポートの表示」リストには、そのレポートに使用できるその他の出力タイプが含まれます。メニューからオプションを選択すると、ブラウザまたは起動されたアプリケーションにその出力が自動的に表示されます。




[image: GUID-D4511EA1-47EA-44B0-B890-4DB97ABA19F1-default.gifの説明が続きます]






使用可能な出力オプションは、次のとおりです。





	
インタラクティブ: この出力は、BI Publisherのレイアウト・エディタを使用して設計されたレイアウトにのみ使用できます。インタラクティブ出力を使用すると、レポートでチャートの値のポップアップ表示、スクロールおよびフィルタが可能な表などの対話型機能を使用できます。


	
HTML (Hypertext Markup Language) - レポートをブラウザ表示用の形式にします。


	
PDF (Portable Document Format) - レポートをPDF形式にしてAdobe Acrobat Readerで開きます。この出力タイプは印刷用に最適化されています。


	
RTF (Rich Text Format) - 文書処理アプリケーションで使用される形式です。Microsoft WordやOpenOffice.orgなどの文書処理アプリケーションがインストールされている場合は、表示用にそのアプリケーションを起動するように求められます。


	
Word - (.docx) Microsoft Wordドキュメントを.docxフォーマットで生成します。


	
Excel (mhtml): Microsoft Excel 2003がインストールされていて、レポートをExcelで表示する場合は、この出力タイプを選択します。このオプションでは、Excel 2003以降で開くことのできるMHTML形式ファイルが生成されます。このオプションでは、チャートやロゴなど、埋込みイメージがサポートされています。


	
Excel (html): この出力タイプは、以前のバージョンのExcel (Microsoft Excel 2000または2002)を使用している場合にのみ選択します。このオプションでは、Excelで開くことのできるHTMLが生成されます。埋込みイメージはサポートされていません。


	
Excel (*.xlsx):このオプションは、Excel.xlsx (Excel XML形式)でレポートを生成する場合に選択します。Excel 2007以降がインストールされている場合は、このオプションを使用するとレイアウトや書式が最も適切に維持されます。


注意:

Excel 2007の出力形式(ファイル拡張子xlsx)の場合、BI Publisherでは数値や日付の書式が適用されません。BI Publisherは、書式設定マスクおよび実際の値(日付または数値)をXLSX出力ファイルに保存します。この書式設定はMicrosoft Excelによって処理されます。たとえば、次のようにします。

	
Microsoft Windowsで、クライアント・コンピュータの「地域と言語」が「英語(米国)」に設定されている場合、Excel 2007の出力ファイルでは、数値と日付がen-USロケールで書式設定されます。


	
Microsoft Windowsで、クライアント・コンピュータの「地域と言語」が「フランス語(フランス)」に設定されている場合、同じExcel 2007の出力ファイルがfr-FRロケールで書式設定されます。







	
PowerPoint (mhtml): Microsoft PowerPoint 2003と互換性のあるPowerPointファイルを生成する場合は、この出力タイプを選択します。Microsoft PowerPoint 2010ではこの出力タイプをサポートしないことに注意してください。かわりにPowerPoint(*.pptx)を選択してください。


	
PowerPoint (*.pptx): Microsoft Office Open XML形式でPowerPointファイルを生成する場合は、この出力タイプを選択します。この出力タイプは、Microsoft PowerPoint 2007以降のバージョンでサポートされます。


	
MHTML (Mime HyperText Markup Language) - この形式を使用すると、Webページとそのリソースを1つのMHTMLファイル(.mht)に保存できます。この形式では、すべてのイメージとリンクされたファイルが1つのエンティティとして保存されます。このオプションは、HTML出力の送信または保存時に埋込みイメージやスタイルシートの書式を保持する場合に使用します。


	
PDF/A - 長期間保存する必要のあるレポートをサポートするアーカイブの標準です。PDF/AはPDF標準の特殊なサブセットで、自己完結型ドキュメントとしてファイルを保存することを妨げる可能性のある要素が禁止されます。


	
PDF/X: 印刷前のグラフィック交換に対応した形式が要求されるレポートに使用されます。PDF/XはPDF標準の特殊なサブセットで、高品質印刷生成出力に対応するようにドキュメントを効率化し、署名やコメント、埋込みマルチメディアなど、印刷の生成に寄与しないコンテンツを制限します。


	
圧縮PDF: このオプションは、圧縮PDF出力対応として設計されたレポートでのみ使用できます。BI Publisherでは、レポートのPDF出力とインデックス・ファイルを格納したzipファイルが生成されます。圧縮PDFを生成するようにレポートを設計する方法の詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドの圧縮PDFの生成を参照してください。


	
FO形式のXML - XSL-FO情報を持つXMLファイルが生成されます。


	
データ(XML) - レポートのXMLデータが表示されます。


注意:

Safariブラウザ・ユーザーの場合: Safariブラウザでは、XMLがテキストとしてレンダリングされます。データ・エンジンでXMLとして生成されたデータをXMLとして表示するには、データが表示されているフレーム内を右クリックして、「フレームのソースを表示」をクリックします。これは表示だけの問題です。データのエクスポートを選択すると、データは適切に保存されます。




	
データ(CSV) - データがカンマ区切り値の形式で表示されます。データは単純な<rowset>/<row>構造にする必要があります。


	
Flash - Adobe Flashを使用して設計されたテンプレート用の出力を表示します。Webブラウザ用にAdobe Flash Playerプラグインをインストールしている必要があります。












アクション


「アクション」メニューには、レポートで実行できるその他のコマンドおよび操作が用意されています。

ユーザーが使用できるオプションは、そのユーザーの権限と、レポートに設定されたプロパティによって異なります。

このイメージは、「アクション」メニューを示しています。

[image: GUID-028A8D8E-E269-4382-82BE-5EAD2AEFB4D2-default.gifの説明が続きます]



次のメニュー・オプションを使用できます。

	
「お気に入りに追加」を使用すると、該当のレポートが「ホーム」ページの「お気に入り」リストに追加されます。


	
「レポートの編集」を使用すると、レポート定義を更新できます。たとえば、新しいレイアウトの追加や作成、レポート・プロパティの更新、デフォルト・パラメータ値の変更を行うことができます。Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのレポートの編集を参照してください。


	
「レイアウトの編集」を使用すると、表示中のレイアウトを更新できます。レイアウトがBI Publisherのレイアウト・エディタを使用して作成された場合、ブラウザでレイアウト・エディタが起動します。Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのBI Publisherのレイアウト・テンプレートの作成を参照してください。レイアウトがそれ以外のサポートされたテンプレート・タイプ(RTF、PDF、またはExcelなど)に基づいている場合は、テンプレート・ファイルを保存するように求められます。その後、適切なアプリケーションでそのファイルを開くことができます。


	
「エクスポート」では、選択した出力タイプのデフォルトのアプリケーション(PDF出力の場合はAdobe Acrobat、Excel出力の場合はMicrosoft Excelなど)にレポートがエクスポートされます。


	
「送信」を使用すると、レポートをすぐに電子メール・アドレスやプリンタなどの宛先に送信するようにスケジュールできます。

「送信」アクションを実行すると、「レポート・ジョブのスケジュール」ページが起動し、出力、宛先および通知のオプションを選択することができます。


注意:

インタラクティブ・モードでは、レポートの送信はできません。「レポートの表示」リストで別の出力タイプ(PDFやHTMLなど)を選択してから、「送信」をクリックする必要があります。


	
「スケジュール」は、レポートの実行と配布のジョブを作成します。詳細は、「レポート・ジョブのスケジュール」ページへの移動を参照してください。


	
「ジョブ」を使用すると、該当のレポートに現在スケジュールされているジョブを表示し、管理することができます。レポート・ジョブの管理」ページについてを参照してください。


	
「ジョブ履歴」を使用すると、完了済および実行中のレポート・ジョブを表示できます。レポート・ジョブ履歴と保存された出力の表示を参照してください。


	
「履歴から再公開」を使用すると、以前にスケジュールされた完了済のジョブを選択して、特定の出力でレポート・ビューアに表示できます。


	
「レポート・リンクの共有」を使用すると、現在表示しているレポートに基づいて、コピーして再利用できるリンクを生成できます。オプションを選択すると、ダイアログにレポートのURLが表示されます。URLで表示される内容は、次のように制御できます。

	
「現在のページ」は、現在表示されているページをそのまま表示します。


	
「ヘッダーなし」は、現在のレポートを、BI Publisherロゴ、タブまたはナビゲーション・パスなしで表示します。


	
「パラメータなし」は、現在のレポートをヘッダーやパラメータ選択なしで表示します。「アクション」、「エクスポート」、「レポートの表示」メニューは表示します。


	
「ドキュメントのみ」は、現在のレポート・ドキュメントのURLのみを表示します。他のページ情報やオプションはいずれも表示しません。





注意:

「レポート・リンクの共有」は、レポートのプロパティであり、無効にすることができます。レポート・プロパティの設定の詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのレポート・プロパティの構成を参照してください。
















4 レポート・ジョブの作成


「レポート・ジョブの作成」の章では、BI Publisherスケジューラを使用してレポート・ジョブの作成と監視を行う方法について説明します。定義された間隔で実行したり複数の宛先に配信するようにレポート・ジョブをスケジュールできます。

この章の内容は次のとおりです。

	
「レポート・ジョブのスケジュール」ページへの移動


	
一般オプションの設定


	
出力オプションの設定


	
ジョブのスケジュールの定義


	
通知の構成


	
ジョブの発行と監視


	
既存のジョブからのジョブの作成


	
バースティング・ジョブの作成


	
高度なトピック


	
レポートの診断の実行












「レポート・ジョブのスケジュール」ページへの移動


「レポート・ジョブのスケジュール」ページまで移動するには、次のいずれかの方法を使用します。


レポート・ジョブをスケジュールするには、「レポート・ジョブのスケジュール」ページを使用します。

「レポート・ジョブのスケジュール」ページには、次のいずれかの方法で移動します。




	次のいずれかを行います:
	「ホーム」ページから、「作成」で「レポート・ジョブ」を選択します。
	「カタログ」から、スケジュールするレポートに移動し、「スケジュール」リンクを選択します。
	「レポート・ビューア」から、「アクション」、「スケジュール」の順にクリックします。



	「レポート・ジョブのスケジュール」のタブを使用して、レポート・ジョブのオプションを定義します。










一般オプションの設定


「一般」タブを使用して、一般的な情報をレポート・ジョブの表に入力します。

次の図に、「一般」タブを示します。



[image: GUID-D6793516-4D96-4E6B-8B43-B21E66AB028F-default.gifの説明が続きます]






レポート・ジョブに関する次の一般情報を入力します。


	フィールド	説明
	レポート	
レポートから「スケジュール」ページにアクセスした場合、このフィールドにはレポートのパスと名前が表示されます。「作成」リージョンまたはグローバル・ヘッダーから「スケジュール」ページにアクセスした場合は、「選択」をクリックしてレポートを参照し、スケジュール対象を選択します。


	パラメータ	
レポートに定義されているパラメータがあれば、すべて表示されます。このジョブでの値を入力します。テキスト・エントリが可能なパラメータでは、複数のエントリはカンマで区切ります。

日付パラメータでは、式を使用することで、実行のたびに日付を増やすことができます。詳細は、日付パラメータの増分を参照してください。












出力オプションの設定


「出力」タブには、「出力」と「宛先」の2つのリージョンがあります。スケジュールした各ジョブには、異なる特徴を持つ複数の出力ファイルを指定できます。各出力ファイルに異なる宛先を指定できます。


次の図に、「出力」タブを示します。



[image: GUID-21241E16-FDE4-49F5-A922-274DFE819588-default.gifの説明が続きます]






オプションについては、「出力」タブのオプションの表で説明します。


	オプション	説明
	
出力先および配信先を決定するには、バースティング定義を使用します

	
バースティング定義を使用してレポートの出力と配信を設定する場合は、このオプションを有効にします。選択すると、このページの他のすべてのフィールドは無効になります。このオプションは、レポートでバースティングが有効になっている場合にのみ使用できます。レポートのバースティングの詳細は、バースティング・ジョブの作成を参照してください。


	
出力をパブリックに設定

	
このレポートにアクセスする権限を持つすべてのユーザーがこのジョブの出力を使用できるようにする場合は、このオプションを有効にします。アクセス権を持つユーザーは、「レポート・ジョブ履歴」ページからレポートを表示できます。


	
再公開用にデータを保存

	
このジョブ用に生成されたXMLデータを保存する場合は、このオプションを有効にします。保存したデータに「レポート・ジョブ履歴」ページからアクセスすると(レポート・ジョブ履歴と保存された出力の表示を参照)、新しいレイアウトや出力オプションを選択してそのデータを再公開できます。












出力の追加


この表で説明されている「出力」の表のフィールドを使用して、出力をジョブに追加します。


出力表を使用すると、出力フォーマット、ロケール、タイムゾーンおよびカレンダを組み合せた1つまたは複数のレイアウトで複数のレポート・ドキュメントを作成できます。

次の表では、「出力」の表のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
名前

	
この出力の名前を入力します。


	
レイアウト

	
この出力に適用するレイアウトを選択します。


	
書式

	
ドキュメントの出力フォーマットを選択します。出力フォーマットとは、PDF、HTML、Excelなど、生成されるドキュメントのタイプです。ここで使用できるオプションは、レポート定義で指定されているものです。


	
ロケール

	
このレポート出力に対応する言語と地域の組合せを選択します。このフィールドは、デフォルトで、ユーザーの「プリファレンス」に定義されている「レポート・ロケール」に設定されます(アカウントのプリファレンス設定とグループの表示を参照)。

選択されているロケールの翻訳がレイアウトに用意されていない場合は、BI Publisherによってロケールのフォールバック・ロジックが適用され、レイアウトが選択されます。詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのロケール選択ロジックを参照してください。

適切な数値と日付の書式は、テンプレート翻訳と関係なく適用されます。


	
タイムゾーン

	
このレポート出力に使用するタイムゾーンを選択します。タイムゾーンは、デフォルトで、ユーザーの「プリファレンス」に定義されているタイムゾーンに設定されます(アカウントのプリファレンス設定とグループの表示を参照)。


	
カレンダ

	
この出力に使用するカレンダを選択します。


	
出力の保存

	
レポート出力を保存する場合は、このボックスを選択します。「レポート・ジョブ履歴」ページからレポートを表示するには、このオプションを選択する必要があります。









	レポート・ビューアの既存のレポートから、「アクション」、「スケジュール」の順に選択します。
	「レポート・ジョブのスケジュール」で、「出力」タブをクリックします。
	「出力」タブで、「+」をクリックして出力を追加します。
	「名前」に出力の名前を入力します。
	「レイアウト」、「書式」、「ロケール」、「タイムゾーン」および「カレンダ」 lists.のリストから、使用するオプションを選択します。
	「出力の保存」をクリックします。








レポート出力への宛先タイプの追加


レポートの「宛先」リージョンに配信の詳細を入力してレポートを複数の宛先に配信するには、次の手順を使用します。


配信サーバーは、「管理」ページで設定します。詳細は、Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイドの配信先の設定を参照してください。

詳細は、レポート・ジョブ履歴と保存された出力の表示を参照してください。




	レポート・ビューアの既存のレポートから、「アクション」、「スケジュール」の順に選択します。
	「レポート・ジョブのスケジュール」で、「出力」タブをクリックします。
	「出力」タブで宛先を開き、「宛先タイプ」リストから宛先タイプを選択します。

管理者によって設定された宛先タイプのみが、「宛先タイプ」リストに表示されます。




	宛先ごとに、「出力」リストから、宛先に送信するドキュメントを選択します。
	「宛先の追加」をクリックして、レポート・ドキュメントを複数の宛先に配信します。

レポート出力の宛先タイプおよび「コンテンツ・サーバー」宛先タイプのプロパティを参照してください。




	「出力の保存」を選択し、「レポート・ジョブ履歴」ページから出力を表示します。





レポート出力の宛先タイプ


次の詳細を使用して、「レポート・ジョブのスケジュール」ページで、レポートの出力の宛先タイプを選択および定義します。


選択できるのは、管理者によって構成された宛先タイプのみです。レポートの出力には、複数の宛先を追加できます。


	宛先タイプ	説明
	電子メール	
カンマで区切った複数の電子メール・アドレスを入力します。レポートに含める「メッセージ」テキストがあれば、入力します。

メッセージ・テキストの書式設定には、フォント、リスト、表のセル、ハイパーリンクおよび埋込みGIFイメージなど、HTML 4の要素を使用できます。


	プリンタ	
「プリンタ・グループ」と「プリンタ」を選択して「印刷部数」を入力し、「片面」または両面(このオプションを有効にするには、プリンタが両面印刷をサポートしている必要があります)を選択します。必要に応じて、プリンタでレポートを印刷する「デフォルト・トレイ」、および「印刷範囲」ページを選択します。


	FAX	
レポートを配信するための「FAXサーバー」を選択し、レポート送信先の「FAX番号」を入力します。


	FTP	
「FTP」を選択する場合、有効なユーザー名とパスワードを資格証明として入力する必要があります。

次のプロパティを指定します。

	
リモート・ディレクトリ

(必須)配信ディレクトリの場所を入力します(例: /pub/)。

ドキュメントをユーザーのホーム・ディレクトリに配信するには、「.」(ピリオド)を入力します。


	
リモート・ファイル名

(必須)リモート・サーバーでBI Publisherによって配信ドキュメントに割り当てられるファイル名を入力します(例: myreport.pdf)。

名前にファイル拡張子を含める必要があります(例: .pdf)。

日付式を使用してファイル名を動的に割り当てる場合は、日付式を使用した宛先ファイル名の動的定義を参照してください。


	
セキュアFTPプロトコルを使用して出力を送信するには、セキュアFTPの使用を選択します。





	Webフォルダ	
Webフォルダを選択した後、有効なユーザー名とパスワードを資格証明として入力します。

リモート・ディレクトリ: ドキュメントの配信先ディレクトリを入力します(例: /pub/)。値を入力しない場合、ドキュメントはログイン・ディレクトリに配信されます。

リモート・ファイル名: リモート・サーバーでBI Publisherによって配信ドキュメントに割り当てられるファイル名を入力します(例: myreport.pdf)。

日付式を使用してファイル名を動的に割り当てる場合は、日付式を使用した宛先ファイル名の動的定義を参照してください。


	コンテンツ・サーバー	
コンテンツ・サーバー上のレポートへのアクセスを制限し、セキュリティ・グループとアカウントをレポートに割り当てるには、「コンテンツ・サーバー」を選択します。Oracle BI Publisherでは、管理者が指定したコンテンツ・サーバーからセキュリティ・グループとアカウントの値が取得されます。

詳細は、「コンテンツ・サーバー」宛先タイプのプロパティを参照してください。


	ドキュメント・クラウド・サービス	
ODCSサーバーと宛先フォルダ名を選択します。














「コンテンツ・サーバー」宛先タイプのプロパティ


「コンテンツ・サーバー」は、レポート・ドキュメントを配信する宛先タイプの1つです。この表の情報を使用して、フィールドに適切な値を入力します。


レポートを配信するコンテンツ・サーバーを選択します。次の表に、「コンテンツ・サーバー」のプロパティを示します。


	プロパティ名	説明
	セキュリティ・グループ	(オプション) WebContent Serverセキュリティ・グループを選択してレポートに割り当てます。
	アカウント	(オプション)「セキュリティ・グループ」内でアカウントを選択してレポートに割り当てます。
次の必須メタデータ・フィールドに、値を入力できます。これらのフィールドに値を入力しない場合、Oracle BI Publisherはデフォルトのレポート情報の値を割り当てます。


	作成者	(オプション)作成者の値を入力します。作成者を入力しない場合、ユーザー名がWebContent Serverの「作成者」メタデータ・フィールドで使用されます。
	タイトル	(オプション)レポートのタイトルを入力します。タイトルを入力しない場合、レイアウト名が、WebContent Serverの「タイトル」で使用されます。
	ファイル名	リモート・サーバーで配信ドキュメントに割り当てられるファイル名を入力します(例: myreport.pdf)。「ファイル名」フィールドは、WebContent Serverのネイティブ・ファイル名として使用されます。ファイル名の値を入力しない場合、出力名が使用されます。
	コメント	(オプション)説明を入力して、WebContent Serverのドキュメントに含めます。
	カスタム・メタデータを含める	「カスタム・メタデータを含める」オプションは、レポートのデータ・モデルにカスタム・メタデータ・コンポーネントを含める場合のみ、使用できます。「カスタム・メタデータを含める」オプションを選択すると、配信されたドキュメントには、データ・モデルで指定されたカスタム・メタデータ・フィールドが含まれます。





埋込みのパラメータ化されたBI Publisherレポートをオンラインで表示するように設定すると、パラメータには分析から、またはサブジェクト領域への直接接続から適切な値が表示されます。埋込みのパラメータ化されたBI Publisherレポートをスケジュールすると、分析からのパラメータはレポートに渡されません。結果として、レポートには、分析で使用されたパラメータのデフォルト値が表示されます。スケジュール済みのレポートへの直接接続の場合、パラメータは渡され、値がレポートに正しく表示されます。













ジョブのスケジュールの定義


特定のレポートに対してレポート・ジョブの実行スケジュールを定義するには、次の手順を使用します。

	Oracle BI Publisherの「ホーム」ページから、作成で「レポート・ジョブ」を選択します。
	「レポート・ジョブのスケジュール」の「一般」タブで、「レポート」フィールドの横にある検索をクリックします。
	「開く」で、レポートに移動して選択してから、「開く」をクリックします。
	「レポート・ジョブのスケジュール」で、「スケジュール」タブをクリックします。
	「頻度」リストで、このレポートに使用するオプションを選択します。
	指定した頻度のオプションを完了します。
	「発行」をクリックします。
	(オプション)「発行」で、「レポート・ジョブ名」フィールドに名前を入力し、「OK」をクリックします。






繰り返しパターンの定義


「レポート・ジョブのスケジュール」ページの「スケジュール」タブで、次の繰返しパターン・オプションから、いつレポートを実行するかを定義します。


	オプション	説明
	頻度	
「頻度」リストから、スケジューラを使用してレポート・ジョブをいつ実行するかを定義します。


	即時実行	
「即時実行」オプションは、「頻度」オプションで行われた選択に依存します。










1回


繰り返しパターンを定義して「1回」オプションを選択し、スケジューラを使用してレポート・ジョブを実行します。


「即時実行」を選択します。または、日付セレクタを使用して特定の「開始」日付および時刻を入力します。









毎時/分


「スケジュール」タブを使用してジョブをスケジュールするときに時間または分を繰り返しパターン・オプションとして選択し、レポート・ジョブをいつ実行するかを定義します。


間隔: 「時間」または「分」を選択して、レポートの実行間隔を表す適切な整数値を入力します。

開始: 日付セレクタを使用して、このジョブの実行を開始する日付および時刻を入力します。

終了: (オプション)日付セレクタを使用して、このジョブの終了日付および時刻を入力します。









日次


繰り返しパターンを定義するオプションの1つに、日次オプションの使用があります。


間隔: 実行間隔となる日数を入力します。たとえば、毎日レポートを実行する場合は1を、1日おきにレポートを実行する場合は2を入力します。

開始: 日付セレクタを使用して、このジョブの実行を開始する日付および時刻を入力します。ここで選択した時刻により、各実行日にジョブが実行されるタイミング(時間)が決定されます。

終了: (オプション)日付セレクタを使用して、このジョブの終了日付および時刻を入力します。









週次


週次オプションを選択して繰り返しパターンを定義できます。この場合、特定の曜日にレポートを実行できます。


間隔: 実行間隔となる週数を入力し、1つまたは複数の曜日を選択します。たとえば、毎週火曜日と木曜日にレポートを実行する場合は、1を入力し、「火曜日」と「木曜日」を選択します。隔週の水曜日にレポートを実行する場合は、2を入力し、「水曜日」を選択します。

開始: 日付セレクタを使用して、このジョブの実行を開始する日付および時刻を入力します。ここで選択された時刻により、各実行でジョブが実行される時刻が決定されます。

終了: (オプション)日付セレクタを使用して、このジョブの終了日付を指定します。









月次


繰り返しパターンを定義して月次オプションを選択し、スケジューラを使用してレポート・ジョブを月次で実行します。


間隔: ジョブを実行する各月を選択します。

次の状態: 曜日(毎月第1月曜日など)を選択するか、特定の日(15日など)を選択します。

開始: 日付セレクタを使用して、このジョブの実行を開始する日付および時刻を入力します。ここで選択された時刻により、各実行でジョブが実行される時刻が決定されます。

終了: (オプション)日付セレクタを使用して、このジョブの終了日付を指定します。









毎年


この毎年の繰り返しパターン・オプションを使用して、実行間隔となる年数を入力します。


	間隔
	ジョブを実行する実行間隔となる年数を入力します。
	次の状態
	1つの日付と月(1月1日など)を選択するか、月の特定の曜日(1月の第1月曜日など)を選択します。
	開始
	日付セレクタを使用して、このジョブの実行を開始する日付および時刻を入力します。ここで選択された時刻により、各実行でジョブが実行される時刻が決定されます。
	終了
	(オプション)日付セレクタを使用して、このジョブの終了日付を指定します。










特定の日付


繰り返しパターンを定義する際に、ジョブを実行する特定の日付を選択することもできます。


日付の追加: 日付セレクタを使用して、ジョブを実行する特定の日付と時刻を入力します。必要に応じて複数の特定日付を追加してください。











スケジュール・トリガーの有効化


スケジュール・トリガーは条件をテストします。条件によって結果が返されると、指定のジョブが実行されます。


トリガー条件が満たされない場合、そのジョブ・インスタンスはスキップされます。また、トリガーに繰返しスケジュールを設定して、常に条件をチェックするようにすることもできます。条件が満たされなかった場合は、トリガーが再度実行されるまで待機する時間間隔(分単位)を設定できます。

スケジュール・トリガーは、次の場合に使用できます。

	
データの抽出、転送およびロードのプロセスが正常に完了した場合にのみレポート・ジョブを実行する必要がある。


	
会計管理部門で、前日の領収証の中に指定された金額を超えるものがある場合に特定のレポートを起動する必要がある。


	
人事部門で、前の週に新入社員がシステムに入った場合にのみレポートが必要になる。




トリガーは、まずデータ・モデル内で設定され、その後、「スケジュール」タブで選択できるようになります。任意のデータ・モデルで定義されたスケジュール・トリガーを関連付けることができます。レポートのデータ・モデルでトリガーが定義されていない場合でも、レポートは実行されます。レポート・ジョブごとに1つのトリガーのみがサポートされます。

データ・モデルでのスケジュール・トリガー設定の詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherデータ・モデリング・ガイドのイベント・トリガーの追加を参照してください。




	「トリガーの使用」を選択します。
	(オプション) 「再試行制限」の値を設定して、スケジュール・トリガーを実行して条件をチェックする最大回数を指定します。デフォルト値は1です。このフィールドに許可される値は、正の整数のみです。
	(オプション) 「休止時間」の値を設定して、スケジュール・トリガーを再実行するまでに待機する時間(分単位)を指定します。このフィールドは、「再試行制限」が1より大きい値に設定されている場合に有効になります。このフィールドに許可される値は、正の整数のみです。


注意:

再試行制限と休止時間の値は、繰返しスケジュールの時間間隔を超えないようにします。



試行の最大回数に達したときに条件チェックでfalseが返された場合、ジョブ・ステータスは「スキップ」と表示されます。




	スケジュール・トリガーを定義するデータ・モデルを選択します。データ・モデルを選択すると、「トリガー」リストに該当データ・モデル内で定義されているスケジュール・トリガーが表示されます。
	リストからトリガーを選択します。
	スケジュール・トリガーにパラメータが含まれる場合は、必要に応じて値を選択します。



レポート・ジョブに対して有効化されたスケジュール・トリガーの図は、レポート・ジョブに対して有効化されたパラメータを1つ持つスケジュール・トリガーを示しています。



[image: GUID-1D14C839-CA6D-4D94-B475-E66B5BF7E481-default.gifの説明が続きます]

















通知の構成


電子メールおよびHTTPの通知を構成できます。


通知とは、ジョブの処理が終了したというメッセージです。Oracle BI Publisherでは、次の通知ステータスをサポートしています。

	
レポートの完了


	
レポートの警告付き完了


	
レポートの失敗


	
レポートのスキップ




「管理」の「配信構成」ページで、配信電子メール・サーバーとHTTPサーバーを構成します。Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイドの配信先の設定を参照してください。







通知の追加


「通知」タブを使用してジョブ用の通知を構成するには、次の手順に従います。




[image: GUID-BEE1A410-AA47-4062-A339-B8C9BD2FBE8A-default.gifの説明が続きます]











電子メール通知の有効化


電子メール通知をジョブ用の通知の構成の一部として有効にするには、次の手順に従います。


通知の送信対象となるレポート完了ステータスを選択して、送信先アドレスのカンマ区切りリストを入力します。









HTTP


「通知」タブを使用して、ジョブ用の通知を構成すると、HTTPで通知するオプションがあるので「HTTPサーバー」の名前を指定します。

	通知の送信対象となるレポート完了ステータスを選択します。
	HTTP通知の送信先となるサーバーを選択します。
	必要に応じて、サーバーのユーザー名とパスワードを入力してください。














ジョブの発行と監視


「ジョブの発行」ダイアログを使用して、ジョブの確認の詳細を確認します。

	「発行」を選択して、「ジョブの発行」ダイアログを呼び出し、詳細を確認します。
	ジョブの名前を入力して、「発行」をクリックします。
	(オプション)グローバル・ヘッダーで、「開く」、「レポート・ジョブ」の順にクリックして、ジョブの一時停止、編集または削除を行います。

詳細は、「レポート・ジョブの管理」ページについてを参照してください。




	(オプション)グローバル・ヘッダーで、「開く」、「レポート・ジョブ履歴」の順にクリックして、実行中のジョブの監視や結果の表示を行います。

詳細は、レポート・ジョブ履歴と保存された出力の表示を参照してください。














既存のジョブからのジョブの作成


Manage Report Jobsページで、既存のジョブからジョブを作成するには、次の手順に従います。


「レポート・ジョブの管理」ページでのジョブ編集の詳細は、ジョブの編集を参照してください。




	Oracle BI Publisherの「ホーム」ページから、「参照/管理」で「レポート・ジョブ」をクリックします。
	「レポート・ジョブの管理」で、フィルタ基準を選択して既存のジョブを探します。



[image: GUID-6521425B-23C6-4D59-ADC6-C313E05929E7-default.gifの説明が続きます]








	結果表で「編集」をクリックし、編集するジョブを開きます。
	新しいジョブ定義の詳細情報を入力します。作業が完了したら、「新規として発行」をクリックします。



[image: GUID-3A9A9C62-C6FE-463C-99EB-E284140CFE9B-default.gifの説明が続きます]








	新しいジョブの名前を入力して、「発行」をクリックします。










バースティング・ジョブの作成


バースティングとは、レポート・データをデータ内のキー・フィールドに基づいて複数のブロックに分割し、データの各ブロックのレイアウトと配信先に特定のパラメータを適用することです。

たとえば、顧客の請求書のレポートをバーストして、各顧客の請求書をそれぞれの電子メール・アドレス宛に配信することができます。レポートのバースティング定義は、レポートのデータ・モデル内で定義されます。詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherデータ・モデリング・ガイドのデータ・モデルへのバースティング定義の追加を参照してください。

レポートがバースティングに対応している場合は、「出力」タブの「出力先および配信先を決定するには、バースティング定義を使用します」ボックスが有効になります。このオプションを選択すると、出力と宛先の詳細情報はバースティング定義で指定されたものになるため、ジョブの「出力」と「宛先」の各オプションは無効になります。

レポート・エディタの「レポート・プロパティ」ダイアログでバースティング定義を使用するために、レポートを有効にします。詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのレポート・プロパティの構成を参照してください。









高度なトピック


これらのトピックを使用して日付パラメータを増やして、宛先ファイル名を動的に定義します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
日付パラメータの増分


	
日付式を使用した宛先ファイル名の動的定義








日付パラメータの増分


スケジュールされたレポートに日付パラメータが含まれる場合、スケジュールの日付に値を入力すると、日付の値は変更できなくなります。スケジュールされたレポートのインスタンスが実行されるたびに、同じ日付パラメータが使用されます。

日付パラメータの値を実行のたびに変更する必要がある場合は、スケジューラの日付パラメータのフィールドに式を入力して、レポート・ジョブが実行されるたびに日付が計算されるようにすることができます。

たとえば、前の週のデータを取得するために毎週月曜日に実行されるレポートのスケジュールを作成する場合、前の週の最初の日と最後の日の値を増加させるように、このレポートの日付パラメータを更新する必要があります。

次に示す関数をここに示す構文のとおりに入力すると、スケジュールに従ってレポートが実行されるときに、該当する日付が計算されます。

	
{$SYSDATE()$} - 現在の日付。BI Publisherを実行しているサーバーのシステム日付。


	
{$FIRST_DAY_OF_MONTH()$} - 現在の月の最初の日


	
{$LAST_DAY_OF_MONTH()$} - 現在の月の最後の日


	
{$FIRST_DAY_OF_YEAR)$} - 現在の年の最初の日


	
{$LAST_DAY_OF_YEAR)$} - 現在の年の最後の日




パラメータ値内で呼び出された日付関数が評価されるのは、レポート・ジョブがスケジューラによって実行されるときです。

次のように、プラス記号(+)とマイナス記号(-)を使用して、日数を加算または減算する式を入力することもできます。

	
{$SYSDATE()+1$}


	
{$SYSDATE()-7$}




この例では、スケジュールが実行されるたびにすぐ前の週のデータを取得するために、レポートの日付パラメータのフィールドに次のように入力します。

	
開始日: {$SYSDATE()-7$}


	
終了日: {$SYSDATE()-1$}





注意:

日付関数は、データ・モデルのデフォルト・パラメータ値として設定できます。その場合は、ユーザーがレポート・ビューアでレポートを表示するたびに、デフォルト値として指定された式に従って日付パラメータが計算されます。詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherデータ・モデリング・ガイドのパラメータと値リストの追加を参照してください。









日付式を使用した宛先ファイル名の動的定義


WebフォルダやFTPの宛先となるリモート・ファイル名を入力する場合は、日付式を入力することで、ファイル名に動的に日付が含まれるようにすることができます。この日付は、実行時にサーバーのタイムゾーンを使用して設定されます。


これらの式については次の表で説明します。





	式	説明
	
%y

	
年を4桁で表示します(例: 2011)。


	
%m

	
月を2桁(01～12)で表示します(01 = 1月)。


	
%d

	
日を2桁(01～31)で表示します。


	
%H

	
24時制の時間を2桁(00～24)で表示します。


	
%M

	
分を2桁(00～59)で表示します。


	
%S

	
秒数を2桁(00～59)で表示します。


	
%l

	
ミリ秒を3桁(000～999)で表示します。










例


後ろに日付が付加されたファイル名、および前に日付が付加され、後ろに時刻が付加されたファイル名を作成するには、次の手順を使用します。


後ろに日付、月および年が付加された、次のようなファイル名を作成します。

myfile_01_11_2010.pdf

次のように入力します。

myfile_%d_%m_%y.pdf





前に日付、月および年が付加され、後ろに時間と分が付加された、次のようなファイル名を作成します。

01_01_2010_myfile_22_57.pdf

次のように入力します。

%d_%m_%y_myfile_%H_%M.pdf

my_file_%a%b%c.pdfのように、ファイル名に未定義の式が含まれている場合、ファイルはmy_file_%a%b%c.pdfという名前で作成されます。















レポートの診断の実行


管理者またはデータ・モデル開発者ロールが付与されている場合、スケジューラ上の「診断」タブにもアクセスできます。「診断」タブのオプションを使用して、レポートのパフォーマンスおよびメモリー使用量の情報を取得します。


問合せを本番環境に移動する前に、これらのオプションを使用してチューニングすることをお薦めします。詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherデータ・モデリング・ガイドのSQL問合せのチューニングを参照してください。




	「新規」メニューで、「レポート・ジョブ」を選択します。
	スケジュールするレポートを選択し、「診断」タブをクリックします。


注意:

「診断」タブにアクセスするには、BI管理者またはBIデータ・モデル開発者権限が必要です。






	「SQL実行計画の有効化」および「データ・エンジン診断の有効化」を選択します。



[image: GUID-D85E80A3-3B31-4F45-A7F4-16EDBA4714EE-default.gifの説明が続きます]








	レポートを発行します。
	レポートが終了したら、「レポート履歴」ページに移動します。

「ホーム」ページから、「参照/管理」の下で「レポート・ジョブ履歴」を選択します。




	詳細を表示するレポートを選択します。「出力および配信」から、「診断ログ」をクリックして実行計画の出力をダウンロードします。



[image: GUID-8101A6CC-D151-45B1-BDC1-68613A0CBBD5-default.gifの説明が続きます]


















5 レポート・ジョブの表示と管理


この章では、BI Publisherスケジューラに発行されたレポート・ジョブの表示と管理を行う方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
「レポート・ジョブの管理」ページについて


	
特定のレポートのジョブの表示


	
レポート・ジョブの検索


	
ジョブ表示のタイムゾーンの設定


	
ジョブ詳細の表示


	
ジョブの一時停止


	
ジョブの再開


	
ジョブの削除


	
ジョブの編集


	
「レポート・ジョブの管理」ページのリフレッシュ












「レポート・ジョブの管理」ページについて


「レポート・ジョブの管理」ページでは、将来スケジュールされているレポート・ジョブと繰り返しレポート・ジョブが表示され、これらのジョブに対してアクションを実行できます。

このページにアクセスしてから管理対象のレポート・ジョブを検索することも、特定のレポートのコンテキストからこのページにアクセスすることもできます。

管理対象のジョブを検索するには、次のいずれかの方法でこのページに移動します。

	
「ホーム」ページで、「参照/管理」、「レポート・ジョブ」の順に選択します。


	
グローバル・ヘッダーで、「開く」、「レポート・ジョブ」の順にクリックします。




特定のレポートのコンテキストからこのページにアクセスするには、次のいずれかを実行します。

	
カタログから、カタログ内のレポートに移動し、「ジョブ」をクリックします。


	
「レポート・ビューア」ページから、「アクション」、「ジョブ」の順にクリックします。




次のイメージは、「レポート・ジョブの管理」ページを示しています。



[image: GUID-9ADC990E-F5FA-4E75-9097-ACAEBC630AC6-default.gifの説明が続きます]






「レポート・ジョブの管理」ページは、次の用途に使用します。

	
プライベート、共有およびパブリックなレポートの、将来スケジュールされているジョブと繰り返しジョブを表示します。


	
ジョブの時間表示に使用されるタイムゾーンを選択します。


	
表示ページをリフレッシュして最近発行されたジョブを表示します。


	
レポート履歴にリンクして実行が完了したジョブの出力を表示します。


	
レポート・ジョブを編集します。


	
レポート・ジョブを削除します。


	
レポート・ジョブを一時停止または再開します。


	
ジョブ詳細を表示します。












特定のレポートのジョブの表示


特定のレポートのコンテキストから「レポート・ジョブの管理」に移動した場合は、そのレポートのジョブが、デフォルト・フィルタが適用された状態で表に自動的に表示されます。


適用されるデフォルト・フィルタは次のとおりです。

	
レポート名: 「レポート・ジョブの管理」ページを起動したレポートの名前


	
所有者 - 操作しているユーザーのユーザーID


	
スコープ - すべて (パブリックおよびプライベートなジョブ)


	
ステータス - すべて (アクティブおよび一時停止中のジョブ)




結果をさらにフィルタ処理するには、次の手順を実行します。











レポート・ジョブの検索


レポート・ジョブを検索するには、次の手順を使用します。「レポート・ジョブ」の表には、ステータスと各ステータスに関する情報が示されます。

	特定のジョブまたはジョブのグループを検索するための「フィルタ」基準の値を入力します。
	「検索」をクリックします。フィルタ基準を満たすジョブが「レポート・ジョブ」表に表示されます。

この表には、ジョブの一般情報とステータスが表示されます。

列ヘッダーをクリックし、昇順または降順でソートするための上向きまたは下向き矢印を選択すると、その列で表がソートされます。

ステータスの値は次のとおりです。

	
アクティブ - ジョブはスケジュール・イベントが発生すると実行されます。


	
休止 - ジョブは一時停止しています。レポート・ジョブは、再開となるまでは再実行されません。休止ジョブは、フィルタ基準を使用して「一時停止」のジョブを検索すると表示されます。

















ジョブ表示のタイムゾーンの設定


ジョブの開始時刻と終了時刻を表示するためのタイムゾーンを選択できます。

	リストからタイムゾーンを選択します。
	「リフレッシュ」ボタンをクリックします。「レポート・ジョブ」の表がリフレッシュされ、選択したタイムゾーンでの開始時刻と終了時刻が表示されます。










ジョブ詳細の表示


ジョブの詳細を表示するには、次の手順を使用します。

	「レポート・ジョブ名」をクリックして、ジョブの詳細ページを表示します。
	各出力の配信情報を表示するには、出力名の横にある展開用のアイコンをクリックします。
	「戻る」をクリックして「レポート・ジョブの管理」ページに戻ります。










ジョブの一時停止


「レポート・ジョブの管理」ページを使用すると、ジョブに対してアクションを実行できます。このページにアクセスしてからレポート・ジョブを検索し、ステータスを「休止」に変更できます。

	表内の目的のジョブ情報が表示されている行で任意の場所をクリックし、ジョブを選択します。
ジョブ名のリンクはクリックしないでください。[Ctrl]+[Shift]キーを押し、追加の行をクリックすると、複数のジョブを選択できます。行をもう一度クリックすると、選択が解除されます。


	「一時休止」ボタンをクリックします。










ジョブの再開


ジョブのステータスをアクティブに変更するには、次の手順を使用します。

	表内の休止ジョブの行で任意の場所をクリックし、ジョブを選択します。
ジョブ名のリンクはクリックしないでください。[Ctrl]+[Shift]キーを押し、追加の行をクリックすると、複数のジョブを選択できます。行をもう一度クリックすると、選択が解除されます。


	「再開」ボタンをクリックします。
ジョブのステータスが「アクティブ」に変わります。












ジョブの削除


ジョブを削除するには、次の手順を使用します。

	表内の目的のジョブ情報が表示されている行で任意の場所をクリックし、ジョブを選択します。
追加の行をクリックすると、複数のジョブを選択できます。


	「削除」ボタンをクリックします。










ジョブの編集


「レポート・ジョブの管理」ページの「編集」アイコンを使用してジョブを編集するには、次の手順を使用します。

	「レポート・ジョブの管理」ページで、次のいずれかを行います。
	結果表のジョブの「編集」アイコンをクリックします。
	「レポート・ジョブ名」をクリックしてジョブの詳細ページを表示し、ジョブ名の横にある「編集」アイコンをクリックします。



[image: GUID-08642C64-562F-4B91-8ABE-0A2211C47A18-default.gifの説明が続きます]





	Edit the job details using the 「一般」、「出力」、「スケジュール」および「通知」タブを使用して、ジョブ詳細を編集します。
	「ジョブの更新」をクリックして変更をジョブに保存します。または、編集したジョブを新しいジョブとして保存するために、「新規として発行」をクリックし、新しいジョブの名前を入力します。










「レポート・ジョブの管理」ページのリフレッシュ


「レポート・ジョブの管理」ページをリフレッシュするには、次の手順に従います。

	「レポート・ジョブの管理」ページをリフレッシュするには、ページ上部にある「リフレッシュ」ボタンをクリックします。



[image: GUID-E8F2A1F4-F1AF-4EB8-9489-454EA460FAFD-default.gifの説明が続きます]


















6 レポート履歴の表示と管理


この章では、データを履歴から再公開すること、ジョブ出力を新しい宛先に送信すること、および正常に完了しなかったレポート・ジョブのエラー情報を取得することを含めて、BI Publisherジョブ履歴機能について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
レポート・ジョブ履歴と保存された出力の表示


	
特定のレポートのジョブ履歴の表示


	
レポート・ジョブ履歴の検索


	
ジョブ履歴の詳細の表示


	
レポート・ジョブからのデータのダウンロード


	
履歴からのレポートの再公開


	
新しい宛先への出力の送信


	
実行中のジョブの監視


	
実行中のジョブの取消し


	
レポートのエラー情報と警告情報の取得


	
ジョブ履歴の削除


	
「レポート・ジョブ履歴」ページのリフレッシュ












レポート・ジョブ履歴と保存された出力の表示


「レポート・ジョブ履歴」ページには、実行中および完了したレポート・ジョブに関する情報が表示されます。このページにアクセスしてからレポート・ジョブ履歴を検索することも、特定のレポートのコンテキストからこのページにアクセスすることもできます。

ジョブ履歴を検索するには、次のいずれかの方法でこのページに移動します。

	
「ホーム」ページから、「参照/管理」で「レポート・ジョブ履歴」をクリックします。


	
グローバル・ヘッダーで、「開く」、「レポート・ジョブ履歴」の順にクリックします。




特定のレポートのコンテキストからこのページにアクセスするには、次のいずれかを実行します。

	
「カタログ」から: カタログ内のレポートに移動し、「ジョブ履歴」をクリックします。


	
レポート・ビューアから「アクション」をクリックし、「ジョブ履歴」をクリックします。




このイメージは、「レポート・ジョブ履歴」ページを示しています。



[image: GUID-EEF30AF9-0A71-4996-9C04-832B15D22621-default.gifの説明が続きます]






「レポート・ジョブ履歴」ページは、次の用途に使用します。

	
実行中および完了したレポート・ジョブのステータスおよび詳細を表示します。


	
実行中のジョブを取り消します。


	
実行中のジョブを監視します。


	
ジョブ発行の詳細を表示します。


	
レポートに対して「データの保存」を選択した場合、レポートから作成されたXMLデータをダウンロードまたは表示します。


	
「出力の保存」を選択した場合、レポート・ドキュメントをダウンロードまたは表示します。


	
レポートに対して「データの保存」を選択した場合、他のフォーマットまたはテンプレートを使用してレポート・データを再公開します。


	
履歴からレポート・ジョブを削除します。












特定のレポートのジョブ履歴の表示


特定のレポートのコンテキストから「レポート・ジョブ履歴」ページに移動すると、そのレポートのジョブが、デフォルト・フィルタが適用された状態でこの表に自動的に表示されます。


デフォルト・フィルタは次のとおりです。

	
レポート・パス: 「レポート・ジョブ履歴」ページを起動したレポートのパス


	
処理開始 - 1週間前またはそれ以降


	
所有者 - 操作しているユーザーのユーザーID


	
スコープ - すべての履歴(スコープとして可能な値は、公開ジョブ履歴およびプライベート・ジョブ履歴です)。


	
ステータス - すべて(ステータスとして可能な値は、成功、失敗、実行中、出力エラーあり、取消済、取消中、配信エラーありおよびスキップです)。




結果をさらにフィルタ処理するには、次の手順を実行します。











レポート・ジョブ履歴の検索


フィルタ基準に値を入力してレポート・ジョブ履歴を検索するには、次の手順を使用します。

	特定のジョブ履歴または完了済レポート・ジョブのグループを検索するための「フィルタ」基準の値を入力します。結果は、次のものに基づいてフィルタ処理できます。

	
レポート・ジョブ名: ジョブの発行時にジョブに割り当てられた名前です。


	
レポート・パス: レポートのパスです。レポートが共有フォルダの配下にある場合は、パスに共有フォルダを含めないでください。レポートがマイ・フォルダの配下にある場合、最初のノードは「~」にユーザー名を足したものになります。たとえば、管理者としてログインしており、レポートがMy Folders/Operational Reportsにある場合は、~Administrator/Operational Reportsと入力します。


	
スケジュール・コンテキスト: 将来使用するために予約されています。


	
処理開始: この日付および時刻以降に要求の処理が開始されたことを示します。


	
処理終了: この日付および時刻以前に要求の処理が終了したことを示します。


	
ステータス: 次のいずれかのステータスと同じになります。

	
成功: エラーが発生することなくジョブが完了しました。


	
失敗: ジョブが失敗しました。


	
実行中: ジョブは現在実行中です。


	
出力エラーあり: ジョブは完了しましたが、エラーがありました。


	
取消済: ジョブは取り消されました。


	
取消中: ジョブは取消し処理中です。


	
配信エラーあり: ジョブを配信できません。


	
スキップ: ジョブはスキップされました。

エラー・ステータスの詳細は、レポートのエラー情報と警告情報の取得を参照してください。





	
所有者: ジョブを発行したユーザーのユーザーIDです。


	
スコープ: 「パブリック」または「プライベート」です。







	「検索」をクリックします。フィルタ基準を満たすジョブが「レポート・ジョブ履歴」表に表示されます。

表には最初、一致したレコードが33件表示されます。この数字は表の右上隅に表示されます。さらに33件のレコードをフェッチするには、垂直スクロール・バーを最下点まで動かします。それまでにフェッチされたレコード数がわかるように、右上隅に表示される数字が更新されます。スクロール・バーを下に動かすことにより、33件の増分でさらにテーブルへのレコードのフェッチを続けることができます。

列ヘッダーをクリックし、昇順または降順でソートするための上向きまたは下向き矢印を選択すると、その列で表をソートできます。














ジョブ履歴の詳細の表示


ジョブ履歴の詳細を表示するには、次の手順に従います。

	「レポート・ジョブ名」をクリックして、ジョブの詳細ページを表示します。



[image: GUID-A3B3420B-A67F-4208-A697-F789385E1004-default.gifの説明が続きます]








	各出力の配信情報を表示するには、出力名の横にある展開用のアイコンをクリックします。



[image: GUID-76EB76C6-19D6-4BEF-B0C4-CBCA49FFDAF8-default.gifの説明が続きます]








	「戻る」をクリックして「レポート・ジョブ履歴」ページに戻ります。









図xdo11g_hist_det_out.gifの説明


この図は、配信情報を示しています。









レポート・ジョブからのデータのダウンロード


ジョブの詳細を表示し、XMLデータをダウンロードして、そのファイルを選択した場所に保存するには、次の手順に従います。


データを使用するには、ジョブの作成時に「再公開用にデータを保存」オプションを有効にしておく必要があります。このオプションの設定の詳細は、出力オプションの設定を参照してください。




	「レポート・ジョブ名」をクリックして、ジョブの詳細ページを表示します。
	「出力および配信」リージョンから、「XMLデータ」ダウンロード・ボタンをクリックします。
	プロンプトが表示されたら、ファイルの保存場所を選択します。










履歴からのレポートの再公開


履歴からレポートを再公開するには、次の手順を使用します。


ジョブを作成して、データを再公開できるようにする場合は、「再公開用にデータを保存」オプションを有効にする必要があります。

このオプションの設定の詳細は、出力オプションの設定を参照してください。




	「レポート・ジョブ名」をクリックして、ジョブの詳細ページを表示します。
	「出力および配信」リージョンから、「再公開」をクリックします。これにより、レポート・ビューアが起動します。
	レポート・ビューアでは、新しいレイアウトの適用、異なる出力タイプの選択、またはレポートのエクスポートを行うことができます。以前に実行されたレポートから取得したデータを使用しているため、パラメータの更新はできません。
	「レポート・ジョブ履歴」ページに戻るには、「アクション」メニューをクリックして「戻る」を選択します。










新しい宛先への出力の送信


新しい宛先に出力を送信するには、次の手順に従います。履歴表から出力を使用するには、ジョブの作成時に「出力の保存」オプションを有効にしておく必要があります。


このオプションの設定の詳細は、出力オプションの設定を参照してください。


注意:

送信機能では履歴は作成されず、配信ステータスも保存されません。単に、選択した宛先に出力が送信されるだけです。






	「レポート・ジョブ名」をクリックして、ジョブの詳細ページを表示します。
	「出力および配信」リージョンで新しい宛先に送信する出力を特定して、「送信」をクリックします。これにより「送信」ダイアログが起動します。

このイメージは、「送信」ページを示しています。



[image: GUID-3A29DED5-1AA2-409B-9523-25BE8BB09F15-default.gifの説明が続きます]








	配信タイプを選択し、「宛先の追加」をクリックします。宛先タイプに応じて適切なフィールドに値を入力します。
	宛先の追加が終わったら、「発行」をクリックします。










実行中のジョブの監視


ジョブのステータスが実行中の間は、レポートの処理ステージを監視することができます。


実行中ステータスのジョブのステータスを表示するには、「レポート・ジョブ履歴」表の「実行中」ステータス・インジケータにカーソルを重ねます。処理を実行しているクラスタ・インスタンスのインスタンスIDとともに、ステータスが表示されます。



[image: GUID-6662E2F3-E724-4248-8490-C177358DCE9E-default.gifの説明が続きます]







注意:

このページを表示している間は、ステータスは自動的には更新されません。ステータスが更新されたかどうかを確認するには、ページをリフレッシュします。



次の表にジョブの処理ステージを示します。


	処理ステージ	サブステージ
	
ジョブ・プロセッサ

	
ジョブ・キューに送信中

ジョブ・キュー内

ジョブ・プロセッサ内

ジョブ・プロセッサの完了

ジョブ・プロセッサで例外が発生


	
データのフェッチ

	
XMLデータのフェッチ中

XMLデータをフェッチ済

データ・モデル・プリトリガーの呼出し前

データ・モデル・プリトリガーの呼出し後

データ・モデル・ポストトリガーの呼出し前

データ・モデル・ポストトリガーの呼出し後


	
バースティング制御ファイルのフェッチ(バースティング・ジョブの場合のみ)

	
バースティング制御XMLのフェッチ中

バースティング制御XMLをフェッチ済


	
データ・プロセッサ

	
データ・プロセッサ内

制御ファイルの解析中 (バースティング・ジョブの場合のみ該当)

制御ファイルを解析済 (バースティング・ジョブの場合のみ該当)

分割キーに基づいてデータを切取り中 (バースティング・ジョブの場合のみ該当)

データの切取りの完了 (バースティング・ジョブの場合のみ該当)

サブジョブ合計 (バースティング・ジョブの場合のみ該当)

データ・プロセッサの完了


	
レポート・プロセッサ

ジョブがこのステージに達すると、出力は完了しているため、「レポート・ジョブ名」をクリックして出力を表示できます。

	
レポート・プロセッサ内

レポート・ドキュメントのレンダリング中

レポート・ドキュメントのレンダリングの完了

レポート・プロセッサの完了

レポート・ドキュメントのレンダリング・エラー


	
配信プロセッサ

<delivery>の有効な値は、レポートで選択された宛先に応じて、電子メール、FAX、ファイル、FTP、印刷、WebDAVまたはドキュメント・クラウド・サービスのいずれかです。

	
<delivery>プロセッサ内

<delivery>プロセッサに配信中

<delivery>サーバーにドキュメントを配信済

<delivery>プロセッサの完了
















実行中のジョブの取消し


実行中のジョブをキャンセルするには、次の手順を使用します。

	表内の目的のレポート・ジョブの行で任意の場所(ジョブ名のリンクを除く)をクリックし、レポート・ジョブを選択します。[Ctrl]キーを押しながら[Shift]キーを押し、追加の行をクリックすると、複数のジョブを選択できます。行をもう一度クリックすると、選択が解除されます。
ステータスが「実行中」のジョブのみを取り消すことができます。


	表の上部にある「実行中のジョブの取消」アイコンをクリックします。
このイメージは、「レポート・ジョブ履歴」ページで取消アイコンを指しているカーソルを示しています。


[image: GUID-C6D6A15B-E7E9-4BAD-B793-DF848664FB6C-default.gifの説明が続きます]








	確認メッセージで「OK」をクリックします。










レポートのエラー情報と警告情報の取得


レポート・ジョブが失敗するか、警告とともに終了した場合は、結果テーブルのエラーまたは警告のステータス・インジケータ上にカーソルを置くことで、メッセージを確認できます。


このイメージは、サンプル・メッセージを示しています。



[image: GUID-B4DDE382-9971-44B6-9EA0-8F25709C8C0A-default.gifの説明が続きます]






エラーや警告に関するより詳細な診断情報を得るには、Oracle Fusion Middleware Controlで該当ジョブの診断ログ・ファイルを確認します。

詳細は、Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイドのログ・メッセージの表示を参照してください。











ジョブ履歴の削除


ジョブ履歴を削除するには、次の手順を使用します。

	表内の目的のレポート・ジョブの行で任意の場所をクリックし、レポート・ジョブを選択します。

複数の行を選択できます。




	表の上部にある「削除」アイコンをクリックします。
	「確認」ダイアログで、「OK」をクリックします。










「レポート・ジョブ履歴」ページのリフレッシュ


「レポート・ジョブ履歴」ページをリフレッシュするには、次の手順に従います。

	「レポート・ジョブ履歴」ページをリフレッシュするには、ページ上部にある「リフレッシュ」ボタンをクリックします。



[image: GUID-6154F216-BD9E-40AC-8CB4-D52C689EF75B-default.gifの説明が続きます]


















7 レポートの管理


この章では、BI Publisherフォルダ内のレポート・コンポーネントを管理する方法について説明します。権限の設定、レポートとフォルダのダウンロードやアップロード、およびカタログにおけるレポート・コンポーネントの移動も含まれます。

この章の内容は次のとおりです。

	
BI Publisherフォルダの概要


	
カタログ内に格納されたコンポーネントのレポート


	
フォルダまたはサブフォルダの作成


	
カタログのオブジェクトに対するタスクの実行


	
カタログのオブジェクトのダウンロードとアップロード


	
レポートで参照されているオブジェクトにアクションを実行した場合の影響の理解


	
カタログ翻訳ファイルのエクスポートおよびインポート












BI Publisherフォルダの概要


Oracle BI Publisherフォルダには、Oracle BI Publisherを使用して作成される、レポート、データ・モデル、スタイル・テンプレートなどが格納されます。

本人およびその他すべてのユーザーには、それぞれの個人フォルダ(「マイ・フォルダ」)があります。個人フォルダ内のレポートには、コンテンツを作成してそのフォルダに保存したユーザーのみがアクセスできます。ユーザーは自分の「マイ・フォルダ」にサブフォルダを追加し、自分にとって最も理にかなった方法でコンテンツを編成できます。


注意:

この章の説明は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionと統合されていないBI Publisherのインストールに適用されます。統合されたOracle BIプレゼンテーション・カタログの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドを参照してください。



他のユーザーやグループがレポートにアクセスできる共有フォルダに、レポートを保存することもできます。各ユーザーが使用できるフォルダは、ユーザーの権限によって決定されます。権限はオブジェクトレベルで割り当てられ、そのフォルダ内のレポートを表示、編集およびスケジュールできるユーザーを決定します。管理者は、共有フォルダ構造の作成および保守を行います。









カタログ内に格納されたコンポーネントのレポート


各レポート・コンポーネントには、それが何かを示すアイコンが付けられ、作成時と変更時の情報が表示されています。各アイテムの隣は、実行可能なアクションのリストです。

次のレポート・コンポーネントがカタログ内に表示されます。

	
フォルダ


	
レポート


	
データ・モデル


	
スタイル・テンプレート


	
サブ・テンプレート






[image: GUID-AD27AE9B-6815-4AC9-A6A4-F353C922199C-default.gifの説明が続きます]






詳細は、カタログのオブジェクトに対するタスクの実行を参照してください。









フォルダまたはサブフォルダの作成


この手順を使用して、「マイ・フォルダ」内にサブフォルダを作成したり、必要な権限がある場合は共有フォルダ内にサブフォルダを作成したりします。

	「フォルダ」ペインで目的の場所に移動します。
	「カタログ」ツールバーで、「新規」をクリックし、「フォルダ」を選択します。
	「新規フォルダ」で、フォルダ名を入力し、説明(オプション)を入力します。
	「作成」をクリックします










カタログのオブジェクトに対するタスクの実行


カタログ・オブジェクトに対して編集、コピー、貼付け、名前変更、ダウンロードおよび権限設定などのタスクを実行できます。

次のような複数の方法でオブジェクトに対するタスクを実行できます。

	
オブジェクトの横にあるリンクを使用。


	
カタログ・ツールバーを使用。


	
オブジェクトを選択して、「タスク」リージョンからタスクを選択。




このイメージは、「カタログ」ページを示しています。



[image: GUID-AF466E3B-015D-4CFA-B953-81B58807EEF0-default.gifの説明が続きます]






これらのアクションを実行できるかどうかは、管理者によって付与される権限によって異なります。

タスクのオプションは、次のとおりです。

	
編集 - 適切なエディタまたはビルダーでオブジェクトを開きます。


	
コピー - フォルダまたはオブジェクトを複製します。オブジェクトを別のフォルダに貼り付ける場合は、目的のフォルダの場所に移動して「貼付け」をクリックすると、コピーしたアイテムがそのフォルダに配置されます。コピーしたアイテムを同じフォルダ内に貼り付ける場合は、「貼付け」をクリックします。コピーされたオブジェクトの名前は変更され、名前の前にCopy_of_が付けられます。

注意:

同じ場所に貼り付けることができるのは、1つのCopy_of_アイテムのみです。同じオブジェクトのコピーをさらに貼り付ける場合は、その前に名前を変更してください。




	
切取り - 現在の場所からアイテムを切り取ります。オブジェクトを別のフォルダに貼り付ける場合は、目的のフォルダの場所に移動して「貼付け」をクリックすると、アイテムがそのフォルダに配置されます。


	
削除: フォルダまたはオブジェクトをカタログから削除します。


	
ダウンロード - 選択した場所に保存できる、オブジェクトのアーカイブ・ファイルを作成します。カタログのオブジェクトのダウンロードとアップロードを参照してください。


	
名前の変更 - フォルダまたはオブジェクトの名前を変更します。


	
権限 - オブジェクトレベルの権限を設定します。詳細は、Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイドのカタログの権限についてを参照してください。


	
カスタマイズ - このオプションは、カスタム・フォルダの使用を含むカスタマイズされたプロセスを企業で実施している場合にのみ使用します。詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのレポートのカスタマイズについてを参照してください。




フォルダにも、次のようなタスクがあります。

	
拡張 - フォルダのコンテンツを表示します。


	
貼付け - 切り取ったオブジェクトやコピーしたオブジェクトを選択したフォルダに貼り付けます。


	
アップロード - アーカイブしたオブジェクトをフォルダにアップロードします。詳細は、カタログのオブジェクトのダウンロードとアップロードを参照してください。


	
プロパティ - フォルダの説明を更新できます。












カタログのオブジェクトのダウンロードとアップロード


BI Publisherカタログのダウンロード機能を使用すると、アーカイブ・ファイルにマルチコンポーネント・オブジェクト(レポートなど)をバンドルしてダウンロードできます。その後、アップロード機能を使用して、カタログ内の別の場所へデータをアンアーカイブします。


この処理によって、オブジェクトをある環境から別の環境へ転送することができます。たとえば、この機能を使用して、BI Publisherのオブジェクトを開発環境から本番環境に転送することができます。

アーカイブされたオブジェクトの拡張子の表は、BI Publisherがアーカイブされたオブジェクトのダウンロード時に各タイプに割り当てるファイル拡張子を示します。


	カタログのオブジェクト	ダウンロード・ファイルに割り当てられる拡張子
	
データ・モデル

	
.xdmz


	
フォルダ

	
.xdrz


	
レポート

	
.xdoz


	
スタイル・テンプレート

	
.xssz


	
サブ・テンプレート

	
.xsbz







BI PublisherがOracle Business Intelligence Enterprise Editionと統合されている場合は、Oracle BIプレゼンテーション・カタログのアーカイブおよびアーカイブ解除機能を使用してこの操作を実行してください。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドのOracle BIプレゼンテーション・カタログのオブジェクトの管理 に関する項を参照してください。











レポートで参照されているオブジェクトにアクションを実行した場合の影響の理解


レポートのリソースとして使用されるデータ・モデル、サブ・テンプレートまたはスタイル・テンプレートについて移動、切取り、名前変更または削除を実行すると、そのリソースへの参照が壊れ、レポートは想定どおりに実行できなくなります。

たとえば、My Data Modelsという名前のフォルダにあるデータ・モデルを使用して作成されたレポートがある場合、このデータ・モデルを別のフォルダに移動すると、レポートは実行できなくなります。これは、レポート定義ではデータ・モデルがMy Data Modelsフォルダにあると想定されているためです。

リソース・オブジェクトの移動がどうしても必要な場合は、そのオブジェクトを参照する各レポートを編集して、新しい場所のオブジェクトを参照するようにする必要があります。









カタログ翻訳ファイルのエクスポートおよびインポート


カタログ翻訳ファイルのエクスポートおよびインポート機能を使用すると、管理者は翻訳文字列を含むXLIFFファイルをエクスポートできます。


管理者権限を持つユーザーの場合は、カタログ・ツールバーに「XLIFFのエクスポート」および「XLIFFのインポート」の各機能が表示されます。



[image: GUID-45C18B14-F6D2-4A46-BD57-D800ABB32502-default.gifの説明が続きます]






この機能を使用すると、管理者は、カタログの選択したオブジェクトまたはオブジェクトのグループの翻訳文字列を含むXLIFFファイルをエクスポートできます。その後、XLIFFの文字列を、目的のターゲット言語に翻訳できます。XLIFFファイルの翻訳後に、管理者は、そのXLIFFファイルを再びカタログにインポートし、適切なロケールを割り当てることができます。

詳細は、Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイドのBI Publisherのカタログとレポートの翻訳の追加を参照してください。











A アクセシビリティ機能


この付録では、Oracle BI Publisherのレポート使用者向けアクセシビリティ機能の使用方法を説明します。

この付録の内容は次のとおりです。

	
アクセシビリティ機能とは


	
アクセシビリティ・モードの変更


	
BI Publisherのユーザー・インタフェースのアクセシビリティ・サポート


	
BI Publisherのレポート出力のアクセシビリティ・サポート


	
キーボード・ショートカット












アクセシビリティ機能とは


BI Publisherのアクセシビリティ機能は、障害者や高齢者による製品内の移動や使用を容易にするためのものです。

アクセシビリティ機能では、標準ベースの支援技術ハードウェアおよびソフトウェア(Freedom Scientific JAWSやMicrosoft Narratorなど)の使用がサポートされます。

アクセシビリティ機能は、次のカテゴリに大別できます。

	
サードパーティ支援技術製品を使用した機能。これらの機能は、サードパーティ支援技術製品で容易に解釈できる、標準のHTML要素から構成されるユーザー・インタフェースの提供に重点が置かれています。


	
アクセシビリティ・モードの変更に記載されているアクセシビリティ・モード。


	
マウスの使用が困難であったり、マウスを使用できないユーザーのコンテンツ内の移動を簡単にするキーボード・ショートカット。

詳細は、キーボード・ショートカットを参照してください。


	
コンテンツの作成者が、アクセシビリティを必要とするユーザーをサポートするコンテンツを作成できるようにするコンテンツ設計機能。

詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのアクセシビリティの設計を参照してください。












アクセシビリティ・モードの変更


BI Publisherのアクセシビリティ・モードでは、障害を持つユーザーをサポートする機能のみが表示され、スクリーン・リーダーに適したユーザー・インタフェースがレンダリングされます。

	「次としてサインイン」領域で自分のユーザー名がフォーカスされるまで、[Tab]キーを押してグローバル・ヘッダーを移動します。
	[Enter]キーを押してから、[Tab]キーを押して「マイ・アカウント」リンクを強調表示します。
	[Enter]キーを押して、「マイ・アカウント」ダイアログを表示します。
	「アクセシビリティ・モード」オプションに達するまで[Tab]キーを押し、「一般」タブのフィールドを移動します。
	矢印キーを使用して「オン」オプションを選択します。
	[Enter]キーを押して変更を保存し、ダイアログを閉じます。
	ページをリフレッシュし、ページがアクセシビリティ・モードで表示されることを確認します。










BI Publisherのユーザー・インタフェースのアクセシビリティ・サポート


ユーザーは、キーストロークなどの代替ナビゲーション・ツールを使用してBI Publisher内を移動し、アクセシビリティ・モードでレポートを使用できます。

次のリストで、アクセシビリティ・モードについて説明します。

	
「ホーム」ページには、「管理」ページにアクセスするためのリンクや、ほとんどの編集機能実行用リンクは含まれていません。


	
グラフ・ビューとマップ・ビューが表示されないかわりに、1つ以上の注釈付きの表に変換されます。


	
表およびピボット表は、スクリーン・リーダーがセルの内容を読み上げることができるよう適切な内部用注釈を付けてレンダリングされます。


注意:

すべての該当する表のナビゲーション・ショートカットについては、支援技術のドキュメントを参照してください。


	
表またはピボット表のレイアウトの変更にマウスは使用できません。




デフォルトでは、Oracle BI Publisherはアクセシビリティ・モードを使用しません。各ユーザーは、キーストロークを使用したサイン・インの説明に従ってサイン・インするとき、またはサイン・イン後に次の手順を使用することによって、アクセシビリティ・モードを有効にするかどうかを決定できます。





キーストロークを使用したサイン・イン


この手順を使用して、マウスではなく、キーストロークを使用してBI Publisherにサイン・インします。

	ブラウザで、BI Publisherの「サインイン」ページを表示します。
	BI Publisherで「サインイン」ページに使用する言語を変更するには、[Tab]キーを押して挿入ポイントを「言語」フィールドに置き、矢印キーを使用して目的の言語を選択します。次に、挿入ポイントは「ユーザーID」フィールドに置かれます。
	IDを入力して[Tab]キーを押し、「パスワード」フィールドに挿入ポイントを置きます。
	パスワードを入力します。
	スクリーン・リーダーの使用が容易になる方法でBI Publisherのコンテンツをブラウザにレンダリングするには、スペース・キーを押して「アクセシビリティ・モード」ボックスを選択します。
	[Shift]+[Tab]キーを2回押して、「サインイン」ボタンに挿入ポイントを置いた後、[Enter]キーを押して「サインイン」ボタンをアクティブにします。








ホーム・ページでの移動


BI Publisherへのサイン・イン後またはBI Publisherの他の場所から移動して「ホーム」ページを表示した場合は、[Ctrl]+[Alt]+[G]を押して、「ホーム」ページの左上隅の「コンテンツにスキップ」リンクにフォーカスを置きます。

	キーストロークを使用したサイン・インに記載のとおり、BI Publisherにサイン・インします。
	[Ctrl]+[Alt]+[G]を押して、「ホーム」ページの左上隅の「コンテンツにスキップ」リンクを表示します。
	次のいずれかのキーを押します。

	
「ホーム」ページのデフォルトの開始位置である、グローバル・ヘッダーの下の左上隅にある最初のリンクに移動するには、このリンクで[Enter]キー。


	
グローバル・ヘッダーの最初のフォーカス要素に移動するには、[Tab]キー。







	[Tab]キーを押して、「ホーム」ページの要素間を移動します。








表の複数の行のナビゲーション


アクセシビリティ・モードが有効な場合は、表の複数行の操作を支援するために、表の各行に「選択」チェック・ボックスが含まれています。


たとえば、「レポート・ジョブ履歴」ページの「選択」チェック・ボックスを使用して、削除する複数のレポート・ジョブを選択できます。

特定の行の「選択」チェック・ボックスにカーソルを置くと、上下の矢印キーも使用できるようになり、これで表の複数の行の間を移動できます。

[image: GUID-3BC848D5-E33D-4ACF-BD3E-A7E3D757C491-default.gifの説明が続きます]














BI Publisherのレポート出力のアクセシビリティ・サポート


BI Publisherのレポート出力は、アクセシビリティ・サポートをRTFまたはレイアウト・エディタ・ベースのレポートから生成したHTMLにレンダリングします。

アクセシビリティ設計機能があるレポートには、次のHTMLレポート・プロパティが含まれます。

	
ドキュメントのタイトル


	
グラフなどのイメージを説明するための代替テキスト・プロパティ


	
表のコンテンツを要約する表の要約プロパティ


	
アクセシビリティ・モードで表のヘッダー行が読み上げられる順序を指定するための、ヘッダー・レベルのプロパティ




詳細は、Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイドのアクセシビリティの設計を参照してください。









キーボード・ショートカット


Oracle BI EEでもBI Publisherでも、標準的なキーボード・ショートカットがサポートされます。表には、ショートカットとアクションが示されています。


Oracle BI EEでもBI Publisherでも、ソフトウェア・アプリケーションの多くで使用されている標準的なキーボード・ショートカットがサポートされます。また、両コンポーネントとも、コンポーネントに固有のタスクを実行するショートカットを用意しています。一般的なキーストロークの表に、Oracle BI EEとBI Publisherで使用する一般的なキーボード・ショートカットを示します。





	キーボード・ショートカット	結果
	
[Ctrl]+[Alt]+[G]

	
グローバル・ヘッダー内の最初のフォーカス可能な要素(「コンテンツにスキップ」リンク)に移動します。このリンクによって、グローバル・ヘッダーで使用可能なオプションを無視し、「ホーム」ページのメインの部分で使用できる機能に移動できます。


	
TAB

	
フォーカス可能な次の要素に移動します。


	
[Shift] + [Tab]

	
フォーカス可能な1つ前の要素に移動します。


	
[↓]

	
次のメニュー・オプションに移動します。


	
[↑]

	
1つ前のメニュー・オプションに移動します。


	
[Enter]

	
URLまたはアクティビティが関連付けられているリンク、イメージまたはボタンにすでにフォーカスがある場合、アクティビティをトリガーします。


	
[Esc]

	
フォーカスが置かれているメニューを閉じます。








次の表に、BI Publisherのレポート間を移動するキーボード・ショートカットを示します。





	キーボード・ショートカット	結果
	
[Alt] + 上向きまたは下向き矢印

	
ドロップダウンまたはコンボ・ボックスを開きます。


	
[Ctrl] + 上向きまたは下向き矢印

	
コンボ・ボックス内の次の項目または1つ前の項目を表示します。









注意:

Freedom Scientific JAWSまたは他のスクリーン・リーダー・プログラムを使用する場合、キーストロークの組合せを使用してレポート間を移動するには、まず、仮想PCカーソルを無効にする必要があります。レポート内の表オブジェクト間を移動するなど、それ以外の場合には、仮想PCカーソルを有効にする必要があります。











Oracle Legal Notices

Copyright Notice

Copyright © 1994-2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Trademark Notice

Oracle and Java are registered trademarks of Oracle and/or its affiliates. Other names may be trademarks of their respective owners.

Intel and Intel Xeon are trademarks or registered trademarks of Intel Corporation. All SPARC trademarks are used under license and are trademarks or registered trademarks of SPARC International, Inc. AMD, Opteron, the AMD logo, and the AMD Opteron logo are trademarks or registered trademarks of Advanced Micro Devices. UNIX is a registered trademark of The Open Group.

License Restrictions Warranty/Consequential Damages Disclaimer

This software and related documentation are provided under a license agreement containing restrictions on use and disclosure and are protected by intellectual property laws. Except as expressly permitted in your license agreement or allowed by law, you may not use, copy, reproduce, translate, broadcast, modify, license, transmit, distribute, exhibit, perform, publish, or display any part, in any form, or by any means. Reverse engineering, disassembly, or decompilation of this software, unless required by law for interoperability, is prohibited.

Warranty Disclaimer

The information contained herein is subject to change without notice and is not warranted to be error-free. If you find any errors, please report them to us in writing.

Restricted Rights Notice

If this is software or related documentation that is delivered to the U.S. Government or anyone licensing it on behalf of the U.S. Government, the following notice is applicable:

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.

Hazardous Applications Notice

This software or hardware is developed for general use in a variety of information management applications. It is not developed or intended for use in any inherently dangerous applications, including applications that may create a risk of personal injury. If you use this software or hardware in dangerous applications, then you shall be responsible to take all appropriate fail-safe, backup, redundancy, and other measures to ensure its safe use. Oracle Corporation and its affiliates disclaim any liability for any damages caused by use of this software or hardware in dangerous applications.

Third-Party Content, Products, and Services Disclaimer

This software or hardware and documentation may provide access to or information on content, products, and services from third parties. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to third-party content, products, and services. Oracle Corporation and its affiliates will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to your access to or use of third-party content, products, or services.

Alpha and Beta Draft Documentation Notice

If this document is in preproduction status:

This documentation is in preproduction status and is intended for demonstration and preliminary use only. It may not be specific to the hardware on which you are using the software. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to this documentation and will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to the use of this documentation.

[image: Oracle Logo]

OEBPS/img/GUID-45C18B14-F6D2-4A46-BD57-D800ABB32502-default.gif
ORACLE' Bl Publisher Enterprise

Catalog
SR L 2w | Location My Fouers
p——
Folders Last Modified
[ J——
=

Temp  Last Modified 6/17/14 2-08 AM






OEBPS/img/GUID-3BC848D5-E33D-4ACF-BD3E-A7E3D757C491-default.gif
Report

Job Histories

x

Report Job Name. Reportlame
I Testw2 w2 2010.xd0
| st ssery saary Reportco
I [rest 57O Passenger Cour






OEBPS/dcommon/oracle-logo.jpg
ORACLE

Fusion Middleware Oracle Business
Intelligence Publishera—+#—X - 1
F,12c (12.2.1.2.0)





OEBPS/img/GUID-8101A6CC-D151-45B1-BDC1-68613A0CBBD5-default.gif
Report Job History

Last Refreshed Mon Aug 03, 2015 09:28:13 AM Western European Summer Time ¥

4 General Information
General Information

Report JobID 1004
Report Job Name ~ Orders Job
Owner
Report Name  New Orders
Report Scope  Public
Report Job Schedule  812/15 4:39:42 PM WEST
Active Start Date
‘Active End Date
Trigger Data Model
Trigger Name.
Trigger Retry Limit
Trigger Pause Time
Trigger Parameters.

No parameters available

4 Output & Delivery

XML Data +{ Diagnostic Log

Status Al

Output Name Template Format
Outputt Orders HTHL

Home Catalog New

Report Job Execution Information

Report Job Status o Success
Start Processing Time ~ 8/2115 4:39:44 P WEST
End Processing Time ~ 8/2115 4:3954 P WEST
Time Elapsed 10,655 seconds

Locale Time Zone

English (United States)  [GMT+00:00] Casablanca

Open





OEBPS/img/GUID-6521425B-23C6-4D59-ADC6-C313E05929E7-default.gif
Manage Report Jobs Home  Calalog Favortes v  Dashboards v Neww  Openw

Last Refreshed Aug 02, 2015 04:53:08 PM Western European Summer Time ¥2 Retun @

Select time zone to view jobs [GHT+00:00] Casablanca

4 Fiters
Report Job Name Conlains |~ StartTime Equals OrLaterTh [~ £ Owner Equals |+
Report Name Contains |+ End Time Equals Or Earlier T |~ f Scope Al -
Status Al =
Search  Reset
4 Report Jobs.

[T

Report Job Name  Report Name e  EndTime  Frequency Owner  Scope

Status Start Ti

B Aug02,2015  Sep09,2015  Repeats
Orders Weekly I-weblogicNew Ordersxdo @ Active 003ePU  oaa0da  Wewy  weblogic  Prval






OEBPS/img/GUID-B4DDE382-9971-44B6-9EA0-8F25709C8C0A-default.gif
Report Job Histories

x

Report Job Name
Emplosees by Dept
Balance Lefter
Emplojees

Revenue Budget
‘Company Sales Report

Annual Appraisal Report

Report Name.

Employees by Department Reportxdo

Balance Lefterxdo

Employees by Depariment Reportxdo

Revenue Budget Actual and Detailxdo

Company Sales Reportxdo

Annual Appraisal Reportxdo

Status  StartProcessing  End Processing  Owner
Jul 17,2015 Jul 17,2015
AE0em Sasoru D weblogic

[8 Total Report O

Scope

Private

Waiting Time: 0.8 seconds
Data Fetch Time: 6.1 seconds
Total Execution Time: 34.8 seconds

Delivery faled.
[INSTANCE ID=a¢9317] [OUTPUT_I
Document delivery failed
[INSTANCE ID=ac9317] [DELIVERY_ID=1001JException happened when
delivery document to email

deliver API call throw ProcessingException

1008]

Email delivery failed with Exception
Email delivery failed with DeliveryException
oraclexdo.delivery.DeliveryException: com.sun.mailutilMail






OEBPS/img/GUID-C6D6A15B-E7E9-4BAD-B793-DF848664FB6C-default.gif
11242010 1124200
Excautie Salaries |Employee Salary Report.xdo sy |osa e, [edmiistrator
11242010 |124200
Daly Updates: |Sales Dashboard with News.xdo. oy sy |admnistrator  [private.
1124010 124200
Stioping Employee Salries |Employee Salary Report.xdo oy oo, |administrator  [private.
[ 11242010 |11242010





OEBPS/img/GUID-6499F8B0-673A-47F6-B218-2B5128D6ACC0-default.gif
|Vision Operations Accounting Flexfield

High

00 -Default

T - Total Company Parent

000 -No Department

[UAS -UA Sales OPEX

1000 -Total Assets.

1218 - Late Charge Receivable

(0000 -No Sub Account.

000 ~No Product

5100 -Product 100

T2-Total 200






OEBPS/img/GUID-1D14C839-CA6D-4D94-B475-E66B5BF7E481-default.gif
4 Define Schedule Trigger

Use Trigger

A schedule trigger allows you to conditionally execute an occurrence of a job. When the schedule time occurs, the
‘schedule trigger is checked. If the schedule trigger returns data, the job will proceed. If no data is returned the
‘occurrence of that job s skipped.

Retry Limit 10
Pause Time 2 Minute(s)

Use Data Model specified in the report

Tigger  Data Load Completion [~

4 Parameters






OEBPS/img/GUID-D85E80A3-3B31-4F45-A7F4-16EDBA4714EE-default.gif
Schedule Report Job  Home Catalog New v Open v SignedinAs

4 Overview
General Created by
Report Name /Sample Lite/Published Reporting/Reports/Employees by Department Reportxdo
Schedule Startimmediately

Return

General Ouput Schedule  Noffication | Diagnostic

Enable SQL Explain Plan
Enable Data Engine Diagnostic:

c v

Submit @





OEBPS/img/GUID-E8F2A1F4-F1AF-4EB8-9489-454EA460FAFD-default.gif
‘Select fime zone to view jobs






OEBPS/img/GUID-EF7446A7-28FC-4B54-A196-EA2AAFEC8C13-default.gif
Searcn

an

New

O, Admistration

open v

Help

SignedIn As





OEBPS/img/GUID-EEF30AF9-0A71-4996-9C04-832B15D22621-default.gif
ORACL € Business Intelligence Search Al - Q. Advanced Administration  Help v Sign Out

Report Job History Home  Cafalg  Favories v  Dashboards v Newv  Openv  SignedinAs v
LastRefresne Fri Jul 17, 2015 02:33:46 PM Western European Time <7 Reum @
Time Zone used for filters and display [GMT+00:00] Casablanca -
4 Fiters
Report Job Name Conlains |~ StartProcessing EquaisOr  [~] Jul10,2015023340PM 5 Ownmer Equais [+
ReportPath Contains |+ End Processing Equals Or  |v. [y Scope AllHistorie |+
Schedule Context Contains |+ Status Al =
Search | Reset
Report Job Histories

[7 Total Report Output]

Report Job Name ReportName Status  StartProcessing  End Processing  Owner Scope
Balance Letter Balance Letierxdo £ [FE I Prvate =
Employees Employees by Department Reportxdo  Gyccess  garia put L Priate.
Revenue Budget Revenue Bucget Atual and Detailxdo. Gyccess  ooana put L] Prvate =
Company Sales Report Company Sales Reportico e P Prvate
Annual Appraisal Report Annual Appraisal Reportxdo. S iz 2 Prvate





OEBPS/img/GUID-76EB76C6-19D6-4BEF-B0C4-CBCA49FFDAF8-default.gif
4 Output & Delivery

XMLData .+, Diagnostic Log ..~ Repubiish [
status All ]
Output Name Template Format  Locale Time Zone Calendar  Status  Send
ouputt employees by dept. EXCEL English (United States)  [GMT+00:00] Casablanca Gregorian @ &
4 ouputz employees by dept. EXCEL English (United States)  [GMT+00:00] Casablanca Gregorian & &
Delivery 1: Email

From ipublisher-repori@oract.com
To_ managers@companycom
c
Reply To
Subject
Last Updated: 7/17/15 2:45:43 PMWET
Staws X





OEBPS/img/GUID-5E82CD87-8DD8-48DD-99CC-1BD47F60109A-default.jpg
Search Al v O, Administration | Help v | Signout -

BI Publisher Deskop (32bit Office) Download BI Publisher Tools > e
BI Publisher Deskop (64bit Office) Help Contents

‘Oracle SQL Developer ot





OEBPS/img/GUID-6E96EA3F-D4F9-40E2-8A5B-A6E0ACEE885F-default.gif
v O Admnsraion  Hep v SgnOut -

ORACLE' BiPublisherEnterprise  search Al

Catalog Home  Catog  New v Open v SgnsdmAs -
+- T INAN ] X 2v ocation My Folders/ly Folder - Y
Folders My Folder ~ Last Modified 5/19/15 9:50 P Created By weblogic

Expand Hore v

4 iy Folers

» B Subiect Area Contents

» W Temp

» B Dris Data Model  Last Modified 5/19/15 9:47 PM  Created By weblogic

» W Enroliment E":Ei.:e

» o v
D= 1] e Tompite Lostoats 19159517 ety wevesi
Tasks

[ Report «

e 4 pounia

ok yout

i Cony cRenae

Permissions [ Export XLFF





OEBPS/img/GUID-7FE0D5F5-B83C-440F-9DB9-B3067BCE4A12-default.gif
ORACLE' BiPublisher Enterprise  Search Al v ©,  Administration Help v Sign Out ===

Home Home Catalog New v Open v Signed InAs  weblogic v

My Account
Create... Recent





OEBPS/img/GUID-D8C9D3BA-C74A-475C-B3BC-A79A3B94E2DD-default.gif
Change output
View/hide type

Change
View a different parameter parameters Perform more
layout values Refres actions
Emj Salary Report Home. Catalog New v Open v ignedjin As jic v
Hire Date % Manager Abel S Department
Salary by Department | Salary by Manager | Breskdown by Office
2877%
0.3843% 0.6663%
288%
%.11%
a381%
781%
3074%
1514% S1s6%
370%
SaLARY
WAdmiistaton  Mssles = Executive






OEBPS/img/GUID-AD27AE9B-6815-4AC9-A6A4-F353C922199C-default.gif
Home. Catalog. New v Open v SignedinAs

Catalog
+v & 9 4 B ©. X 2%  Location MyFodersiyFolder -
Folders My Folder  Last Modified S/19/15 9:50 P Created By weblogic
Expand Hore v
4 iy Folders.
» B Subject Area Contents.
> b Termp
> i ons - Data Model  Last odifed SHSIS 5:47 W Created By weblogic
» B Envolment undetned
ol |
N i Y St Template Lot Modfed S 951 U Cresed By webegic
o Sub Template  Last Hodifed S/1915 949 i Created By weblogic
Edi Hore~
& Report i
I &, Dowrioad
3 Dekete et
[ cony EhRename

Permissions [ Export XLFF





OEBPS/img/GUID-573C0CC2-1589-45B9-AB61-60E9A056170F-default.gif
SelectDate and Time X

® 7 oBm om w12
3 4 s & 1 8 9
W on owonou oo
v ow v o2 o o2a
u 3 % womo® N
M 1 2 3 45 s





OEBPS/img/GUID-3A9A9C62-C6FE-463C-99EB-E284140CFE9B-default.gif
Schedule Report Job ~ Home  Catalog  Favorites v

4 Overview
General Created by
Report Name /New Orders xdo
Schedule Start on Aug 2, 2015 5:50:35 P Recur Monthly

General  Output | Schedule | Notfication  Diagnostic
4 Define Schedule Time
Frequency Monthly -
Every [ January [ February [FMarch
ol Flvay e
[y [FlAugust  []September
[F]Octover [F]Noverber (7] December
o 1st  [+] Monday -
@Dy 25 [v

Start Aug2, 2015 55036 PM
End Sep2,2015 45036 PM

Dashboards v New v Openv  SignedinAs -
Outputs Output
Destination
Notification
Return | Submit ~ Submit As New

D3

fig [GMT+00:00] Casablanca
fig [GMT+00:00] Casablanca





OEBPS/img/GUID-A3B3420B-A67F-4208-A697-F789385E1004-default.gif
ORACLE Business Intelligence Search Al - Q Advanced  Administiation Help v Sign Out

Report Job History Home  Catalog  Fawries v Dashboards v Neww  Openv  SignedinAs -

LastRefreshed Fri Jul 17, 2015 07:45:57 AM Western European Time €3 Retun @

4 General Information

General Information Report Job Execution Information
ReportJobd 1016 Report Job Stas &, Problem
Report Job Name Employees by Dept Start Processing Time  7/17/15 2:45:08 PM WET
owner End Processing Time  7/17/15 24544 PU WET
Report Name Employees by Department Report Time Elapsed  35.464 seconds

Report Scope  Private

Report Job Schedule  7/17/15 2:45:07 P WET
Active Start Date
‘Active End Date.
Trigger Data Model
Trigger Name.
Trigger Retry Limit
Trigger Pause Time
Trigger Parameters.

No parameters available
4 Output & Delivery.

XMLData .+, Diagnostic Log .. Repubiish [

sats Al [l
Output Name Template Format. Locale Time Zone Calendar  Status Send
| ouputt employees by dept. EXCEL English (United States)  [GMT+00:00] Casablanca  Gregorian & =]

> Outputz employees by dept EXCEL English (United States)  [GHT+0000] Casablanca  Gregorian & &





OEBPS/img/GUID-B0170A2E-DEE7-44D6-BBEC-5269C5E0A2B1-default.gif
Department AdministrationHuman Reso v Apply
Al o

E

Warkting |

Administration

Purchasing

Human Resources

‘Shipping

DY
‘ Searcn P2t






OEBPS/img/GUID-6662E2F3-E724-4248-8490-C177358DCE9E-default.gif
Last Refreshed Wed Apr 07, 2010 10:50:45 Al Pacific Standard Time G

‘Time Zone used for fiiters and display | [GMT-08:00] Pacific Time (US & Canada)

E Filters

Report JobName: StartProcessing [ Equals O Later ' & | fadninstator
Reportpath End Processing | Equas Or Earer ¥ EY Alstories v

Schedue Context Stats

Seach || Reset

Report Job Histories

x®

[Report Job Name. [Report Name

Daly Updates |sales Dashboard with News.xdo

Exeautive Salaries. [Employee Salary Report.xdo

Daly Updates |sales Dashboard with News.xdo [Private
shipping Emplovee Salaries  |Employee Salary Report.xdo [Private
ales by Redion |sales by Region.xdo.

(Operations Salaries:

|Operatons salary Report.xdo






OEBPS/img/GUID-028A8D8E-E269-4382-82BE-5EAD2AEFB4D2-default.gif
Add to My Favorte
£ EdtReport
EditLayout
™ Epot >
Send
o Schedule
o Jobs
& Jooistory
Repudiish rom History

Share ReportLink >





OEBPS/img/GUID-762C75FA-B568-4617-964B-361EA8050E44-default.gif
Search

Available

MName  Starts with

Contains
Value Ends with
‘Sarchand






OEBPS/img/GUID-AF466E3B-015D-4CFA-B953-81B58807EEF0-default.gif
Catalog Home.

T

X 2v Location /My Folders/My Folder v

Folders = My Folder LastModified 5/19/159:50 PM _ Created By weblogic

B0 Expand more v

4. My Folders B
» b subioctivea Conets 1)

» B Temp
Add To Favorites

» B Drafts r..| Last Modified 5/19/159:47 PM  C1
» B Drills S Egit \ore v X Delete

» B Enrolment late  Last Modified 519/15 951 PM [ Copy

» o iy [ 2 ke

» B Sample Sales Lite

% ou k

4w Shared Folders Gl Rename
» B Appiications
&, Download
R
Pemissions

The toolbar, Tasks pane and
B Report More menu all provide access ] customize
to the actions you can take on

£ Edit %, Download the items in the catalog.
X Delete Hcu
B8 Copy J1Rename

Pemissions [ EXportXLIFF





OEBPS/dcommon/oracle-logo.jpg
ORACLE

Fusion Middleware Oracle Business
Intelligence Publishera—+#—X - 1
F,12c (12.2.1.2.0)





OEBPS/img/GUID-3A29DED5-1AA2-409B-9523-25BE8BB09F15-default.gif
There are five destination types: Emai, Printer, Fax, FTP and Web folder. You can add mutple destnations as you need. :

ot e CEEIET]  siapeesn |

]

53






OEBPS/dcommon/oracle.gif





OEBPS/img/GUID-08642C64-562F-4B91-8ABE-0A2211C47A18-default.gif
Generated Tue Aug 09, 2011 08:34:19 AM Pacific Standard Time @

© Balance Letter - 5 destinations
Report JobID 1304
Owner
/Sample Lte Publshed Reporting Reports Balance:
Letter.xdo

Report Job Schedle Once
Report Scope  Private:
Active StartDate  Aug 30, 2011 10:42:05 AM PSTEFDT.






OEBPS/img/GUID-9ADC990E-F5FA-4E75-9097-ACAEBC630AC6-default.gif
ORACLE' BI Publisher Enterprise

sanout O

weblogic:

Last Refieshed Sun Oct 30, 2011 07:37:25 AM Greenwich Mean Time {8 @

‘Select ime zone to view jobs:

© Fiters

[GMT-11:00] Micway Island, Samoa

Report Job Name:

Report Name

Search || Reset

& Report Jobs

X

[Report Job Name.

Monthly Department Expenses:

Monthly Sales Review

ekl Sales Review

ekl Sales Review

(Quarterly Income

Daiy Updates

NENINININNE






OEBPS/img/GUID-9F077544-4314-4610-AA9E-C0C987CFC1D4-default.gif
Department Administration]

&

Salary by Department | Salary by Manager





OEBPS/img/GUID-BEE1A410-AA47-4062-A339-B8C9BD2FBE8A-default.gif
Schedule Report Job

4 Overview
General Created by weblogic Outputs Output
Report Name /Employee Salary Reportxdo Destination
Schedule Startimmediately Notification Email

General Output  Schedule | Notification

oty By

Email Email Address administrator@example.com
Report completed

Report completed with warnings
Reportailed

Report skipped

FIHTTP  HTTP Server myserver.oracle.com [+

User Name
Password
When[FJReport completed
[CJReport completed with warnings

[IReportfailed
[E]Reportskipped





OEBPS/img/GUID-D4511EA1-47EA-44B0-B890-4DB97ABA19F1-default.gif
Change output
View/hide type

Change
View a different parameter parameters Perform more
layout values Refres actions
Emj Salary Report Home. Catalog New v Open v ignedjin As jic v
Hire Date % Manager Abel S Department
Salary by Department | Salary by Manager | Breskdown by Office
2877%
0.3843% 0.6663%
288%
%.11%
a381%
781%
3074%
1514% S1s6%
370%
SaLARY
WAdmiistaton  Mssles = Executive






OEBPS/img/GUID-162A1DDB-3F65-4E45-8330-AFF66B2EFE91-default.gif
AccountTo —%





OEBPS/img/GUID-7749324E-AD98-4D9D-8E12-D131F8D438AB-default.gif
ORACLE' Bl Publisher Enterprise

sign In
Please enter usemame and passviord
Usemame

my_usemame

Passviord

e

Accessibilty Mode

Signn

Oracle B Publisher 12.14.0.0
‘Copyright ® 2003, 2014, Oradle andfor its affiliates. Al rights reserved.





OEBPS/img/GUID-6E4C474E-1C00-4D13-BA5D-A9C478B83257-default.gif
My Account

UserD weblogic
Display Name weblogic

General | iy Groups

Report Locale  English (United States)
UlLanguage  English (United States)

Time Zone  (GMT+00:00] Casablanca

Accessibility Mode  © 0n @ Off
Email Addresses






OEBPS/img/GUID-D6793516-4D96-4E6B-8B43-B21E66AB028F-default.gif
ORACLE' BIPublisher Enterprise  Search All v O, Administration  Help v Sign Out

Schedule Report Job Home Catalog New v Open v SignedinAs v
4 Overview y
General Created by weblogic Outputs Outputt GETD | ST
Report Name Employes Salary Reportxdo Destination
Schedule Startimmediately Notiication

General | Output  Schedule  Notification
Report [Employee Salary Reportxdo LS

4 Parameters

Hire Date o Manager Atkinson v Dephriment Shipping





OEBPS/img/GUID-6154F216-BD9E-40AC-8CB4-D52C689EF75B-default.gif
Report Job History

LastRefreshed Fri Jul 17, 2015 04:33:22 PM Western European Time ¢

Time Zone used for fiters and display [GMT+00:00] Casablanca





OEBPS/img/GUID-47B8B52C-B064-4B33-B721-8923C18D33B9-default.gif
Each tab shows a different layout
of the same data

ORACLE

Employee Salary

ublisher Enterprise

Salary by Department | Salary by Manager _ Breakdown by Office

Manager Abel





OEBPS/img/GUID-21241E16-FDE4-49F5-A922-274DFE819588-default.gif
Schedule Report Job

4 Overview
General Created by weblogic
Report Name /~weblogicEmployee Salary Reportido
Schedule Startimmediately

General | Output Schedule  Notification

[F] Make Output Public
Save Data for Republishing

4 output
+

Name  Layout Format

Home. Catalog New

Outputs Output1,Output2

Locale

Output1 | Salary byDepartme  |~| PDF

~| Engiish Uniteastat [+]  (GMT+03:00) Nairobi

Outputz | BreakdownbyOffic  |v|  Excel (xisx)

~| Engiish Uniteastat [+]  (GMT+03:00) Nairobi

4 Destination

There are five destination types: Email, Printer, Fax, FTP and Web folder. You can add muliple destinations as you need.

Destination Type Em:

| Add Destination

Signed n As

Return

Calendar

Gregor |

Gregor |

Submit @

Output





OEBPS/dcommon/icn-video.png





OEBPS/img/GUID-B42F764C-AE0B-442A-B9D3-93C3A58662C5-default.gif
ORACLE:' & publisher Enterprise

Home

Browse/Manage...

| Catabog Folders
(& Report Jobs,
Report Job History

Search a1 . O, Admistcaion
dome  Camog  Wew v  opn v

Recent

Reports

Soks Dot Wi ews  eenue et AcslandDen . dnce Lt e

Open Edt More v Open Edt Hore v
Others.

il Product Sales DU
(L

Favorites anage

T N —
B et D &

Hep ¥ Sgnout ---
Signed In As v
Annual Appraisal Report |

Open Edt Morew ¢





